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志賀直哉『小僧の神様』再読のために

　
　
　

�［
要
旨
］
近
代
を
代
表
す
る
名
短
編
と
し
て
知
ら
れ
る
『
小
僧
の
神
様
』（
一
九
二
〇
・
一
）

は
、
間
も
な
く
誕
生
か
ら
百
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
戦
後
に
は
、
中
学
校
国
語

科
の
教
材
と
し
て
も
流
通
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
読
み
継
が
れ
て
き
た
。
他
方
で
、
格
調

の
高
さ
と
分
か
り
易
さ
を
併
せ
持
つ
小
説
教
材
と
し
て
、
好
適
性
を
広
く
認
め
ら
れ
た
こ

と
で
、
特
権
階
級
で
あ
る
貴
族
院
議
員
Ａ
と
小
僧
の
仙
吉
と
い
う
対
立
図
式
を
自
明
の
も

の
と
し
て
扱
い
、
か
つ
重
要
視
す
る
よ
う
な
読
み
の
平
準
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
側
面
も
、

否
定
し
に
く
い
。

　
　
　

�　

本
稿
で
は
、小
説
の
時
空
間
に
目
を
配
り
、『
小
僧
の
神
様
』の
徹
底
的
な
註
釈
を
試
み
る
。

具
体
的
に
は
、
鮨
・
鮨
屋
、
秤
屋
、
丁
稚
奉
公
、
仙
人
、
稲
荷
信
仰
、
貴
族
院
議
員
、
鉄

道
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
設
定
し
、
同
時
代
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
位
置
を
確
認
し
た
う

え
で
、新
た
に
引
き
出
せ
る
解
釈
の
可
能
性
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
指
す
。Ａ
と
仙
吉
と
を
、

富
者
と
弱
者
と
い
う
単
純
な
対
立
図
式
か
ら
解
放
し
た
地
点
で
、
新
し
く
見
え
て
く
る
も

の
を
問
い
直
す
こ
と
で
、『
小
僧
の
神
様
』
再
評
価
の
推
進
剤
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
［
キ
ー
ワ
ー
ド
］
鮨
・
秤
屋
の
奉
公
と
貴
族
院
議
員
・
仙
人
・
鉄
道
・
国
語
教
材

上
杉
沙
紀
・
片
木
晶
子
・
金
子
結
咲
・
熊
倉
萌
・
李
娜
娜
・
渡
部
麻
実

　
志
賀
直
哉
『
小
僧
の
神
様
』
再
読
の
た
め
に　

　
　

一　

は
じ
め
に

　

間
も
な
く
『
小
僧
の
神
様
』（「
白
樺
」
一
九
二
〇
（
大
九
）・
一
）
は
、
誕
生
か

ら
百
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
間
、『
荒
絹
』（
春
陽
堂
、

一
九
二
一
）、『
寿
々
』（
改
造
社
、一
九
二
二
）、岩
波
文
庫
『
小
僧
の
神
様�

他
十
篇
』

（
一
九
二
八
）
を
は
じ
め
、
単
行
本
、
文
庫
本
へ
の
採
録
や
抄
録
を
重
ね
、
極
め
て

広
く
親
し
ま
れ
て
き
た
。『
少
年
の
た
め
の
純
文
学
選
』（
桜
井
書
店
、

一
九
四
七
）、
古
谷
綱
武
編
『
毎
日
少
年
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
』（
毎
日
新
聞
社
、

一
九
五
二
）、
角
川
文
庫
編
集
部
編
『
き
み
が
見
つ
け
る
物
語�

十
代
の
た
め
の
新
名

作�
切
な
い
話
編
』（
二
〇
一
〇
）
等
々
、
現
代
に
至
る
ま
で
、
十
代
に
読
ま
せ
た
い

名
短
編
と
し
て
、
不
動
の
地
位
を
保
ち
続
け
て
い
る
。

　

久
保
田
治
助
、
木
村
陽
子
「
教
科
書
に
お
け
る
志
賀
直
哉
作
品
に
み
る
国
民
像
」

（「
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
教
育
実
践
研
究
紀
要
」
二
〇
一
四
・
二
）
は
、
近
現
代
の
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作
家
と
作
品
に
つ
い
て
、戦
後
の
中
学
校
国
語
教
科
書
が
推
奨
し
た
回
数
を
調
査
し
、

志
賀
直
哉
が
芥
川
龍
之
介
に
次
ぐ
第
二
位
で
あ
っ
た
こ
と
、『
小
僧
の
神
様
』
は
『
杜

子
春
』『
路
傍
の
石
』
に
次
ぐ
第
三
位
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
他
方
で

従
来
の
指
導
書
が
、『
小
僧
の
神
様
』
採
択
の
理
由
を
、「
平
易

0

0

」
で
あ
り
な
が
ら
「
格

調
の
正
し
さ
」
を
味
わ
え
る
点
に
見
出
し
て
き
た
こ
と
を
批
判
し
、
再
考
を
促
し
て

い
る
。
稿
者
は
、
こ
う
し
た
問
題
提
起
に
は
、
完
全
に
首
肯
し
た
い
。
本
稿
が
こ
だ

わ
り
た
い
の
も
、
易
解
と
い
う
先
入
観
の
う
ち
に
読
み
飛
ば
さ
れ
て
き
た
『
小
僧
の

神
様
』
の
細
部
で
あ
る
。
生
徒
の
疑
問
に
正
面
か
ら
答
え
つ
つ
考
察
を
発
展
さ
せ
て

ゆ
く
と
い
う
、
教
育
の
本
来
的
な
在
り
方
を
重
視
す
る
姿
勢
に
富
ん
だ
優
れ
た
教
材

研
究
で
あ
る
「
教
科
書
に
お
け
る
志
賀
直
哉
作
品
に
み
る
国
民
像
」（
前
出
）
で
さ

え
、
そ
の
一
部
に
、「「
通
」
を
装
う
こ
と
自
体
が
、
Ａ
に
と
っ
て
は
、
所
詮
は
〈
戯

れ
〉
に
す
ぎ
な
い
。
所
持
金
が
足
り
ず
に
屋
台
を
追
い
払
わ
れ
た
（
少
な
く
と
も
Ａ

の
目
に
は
そ
の
よ
う
に
映
っ
た
）
仙
吉
の
失
態
と
は
、
土
台
深
刻
さ
が
違
う
」「
食

べ
盛
り
に
十
分
な
食
事
も
与
え
ら
れ
ず
に
朝
か
ら
晩
ま
で
こ
き
使
わ
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
小
僧
」と
い
う
よ
う
な
読
み
の
断
行
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
、看
過
し
に
く
い
。

こ
こ
に
は
、
特
権
階
級
の
Ａ
と
社
会
的
弱
者
の
仙
吉
と
の
対
比
を
、
読
解
の
大
前
提

と
し
て
ア
プ
リ
オ
リ
に
引
き
込
ん
で
き
た
、
従
来
の
支
配
的
な
読
み
の
圧
倒
的
強
度

が
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
仮
に
、『
小
僧
の
神
様
』
が
そ
う
し
た
身
分
的
格
差

に
光
を
あ
て
、
気
の
毒
な
児
童
労
働
者
仙
吉
を
描
出
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
語
り
手

は
仙
吉
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
語
り
を
行
っ
た
り
は
し
ま
い
。

　
　

�　

彼
の
腹
は
十
二
分
に
張
つ
て
居
た
。
こ
れ
ま
で
も
腹
一
杯
に
食
つ
た
事
は
よ0

く0

あ
る
。
然
し
、
こ
ん
な
に
う
ま
い
物

0

0

0

0

0

0

0

0

で
一
杯
に
し
た
事
は
一
寸
憶
ひ
出
せ
な

0

0

0

0

0

0

0

か
つ
た

0

0

0

。
／
彼
は
不
図
、
先
日
京
橋
の
屋
台
鮨
屋
で
恥
を
か
い
た
事
を
憶
ひ
出

し
た
。漸
く
そ
れ
を
憶
ひ
出
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
傍
線
・
傍
点
引
用
者
、以
下
同
様
）（
一
四
一

頁
・
一
一
行
）

Ａ
と
仙
吉
の
社
会
的
位
置
、
生
活
状
況
の
対
蹠
性
や
、
屋
台
鮨
屋
で
の
小
僧
の
失
態

の
深
刻
さ
が
勘
所
な
ら
、
右
の
件
は
不
要
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
平
易
な
小
説
と
の
先

入
観
を
廃
し
、
Ａ
と
小
僧
の
格
差
を
解
釈
格
子
と
し
て
採
用
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

を
、
一
度
、
完
全
に
退
け
た
う
え
で
新
た
に
見
え
て
く
る
も
の
を
問
う
て
み
る
必
要

が
あ
る
は
ず
だ
。

　

上
記
の
問
題
意
識
の
も
と
、
本
稿
で
は
小
説
の
時
空
間
に
傾
注
し
、
従
来
読
み
飛

ば
さ
れ
て
き
た
事
柄
や
、
解
答
を
得
る
に
至
っ
て
い
な
い
疑
問
―
―
小
僧
は
ど
こ
で

ど
の
よ
う
な
鮨
を
食
べ
た
の
か
。
秤
屋
と
は
ど
の
よ
う
な
職
業
な
の
か
。
仙
吉
が
Ａ

の
正
体
に
重
ね
る
仙
人
や
稲
荷
の
同
時
代
的
イ
メ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
か
。子
供
を
幼
稚
園
に
通
わ
せ
、家
に
電
話
ま
で
引
い
て
い
る
Ａ
や
そ
の
職
業
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
の
か
―
―
の
解
明
を
意
識
し
つ
つ
、
徹
底
し

た
註
釈
を
施
す
こ
と
を
試
み
る
。
そ
の
際
、
㈠
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
鮨
屋
・
鮨
屋

の
営
業
形
態
、
㈡
鮨
ネ
タ
や
鮨
の
価
格
・
食
べ
方
、
㈢
秤
屋
・
丁
稚
奉
公
、
㈣
仙
人
・

稲
荷
信
仰
、
㈤
貴
族
院
議
員
と
い
っ
た
点
に
特
に
注
意
を
向
け
た
。
各
事
項
の
調
査

は
、
㈠
を
上
杉
沙
紀
（
博
士
課
程
前
期
一
年
）、
㈡
を
片
木
晶
子
（
同
二
年
）、
㈢
を

金
子
結
咲
（
同
二
年
）、
㈣
を
熊
倉
萌
（
同
二
年
）、
㈤
を
李
娜
娜
（
博
士
課
程
後
期

三
年
）
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
。

　
　
　

二　

小
説
の
時
間

　

調
査
の
前
提
と
し
て
、
小
説
の
現
在
時
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
本
稿
で
は
、〈
鉄

道
〉
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
テ
ク
ス
ト
の
内
部
か
ら
、
そ
の
正
確
な
特
定
を
試
み
る
。

　
　

�

京
橋
の
Ｍ
ま
で
仙
吉
は
使
に
出
さ
れ
た
。
出
掛
け
に
彼
は
番
頭
か
ら
電
車
の
往

復
代
だ
け
を
貰
つ
て
出
た
。
／
外
濠
の
電
車
で
鍛
冶
橋
で
下
り
る
と
、
彼
は
故

と
鮨
屋
の
前
を
通
つ
て
行
つ
た
。（
略
）
彼
は
前
か
ら
往
復
の
電
車
賃
を
貰
ら
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う
と
片
道
を
買
つ
て
、
帰
り
は
歩
い
て
来
る
事
を
よ
く
し
た
。
今
も
其
残
つ
た

四
銭
が
懐
の
裏
隠
し
で
カ
チ
ャ
〳
〵
と
鳴
つ
て
居
る
。（
一
三
三
頁
・
二
行
）

右
の
件
か
ら
、
片
道
の
運
賃
を
「
四
銭
」
と
読
む
向
き
が
あ
る
が
、
正
し
く
な
い
。

ま
た
、
こ
の
件
の
み
で
は
、「
残
つ
た
四
銭
」
が
複
数
回
の
使
で
貯
め
た
可
能
性
も

排
除
で
き
な
い
。
小
僧
に
と
っ
て
の
「
四
銭
」
の
価
値
を
把
捉
す
る
こ
と
は
、
小
僧

と
、彼
が
食
べ
損
ね
た
鮨
と
の
距
離
の
測
定
に
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。「
片
道
を
買
つ
て
、

帰
り
は
歩
い
て
来
る
事
を
よ
く
し
た

0

0

0

0

」
と
あ
る
以
上
、
一
度
で
四
銭
を
手
に
で
き
る

な
ら
、
一
二
銭
や
一
六
銭
程
度
の
貯
金
は
、
さ
し
て
難
し
く
な
い
。
逆
に
、
四
銭
が

二
度
あ
る
い
は
四
度
の
使
で
貯
め
た
も
の
な
ら
、
鮨
ま
で
の
道
の
り
は
杳
杳
た
る
も

の
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、『
小
僧
の
神
様
』
発
表
前
後
の
、
外
濠
電
車
の
料
金
や
鉄

道
駅
の
変
遷
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
以
上
の
点
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
小
説
の
現
在

時
を
特
定
す
る
。

　

津
田
利
八
郎
編
『
東
京
便
覧
』（
明
治
協
会
、
一
九
〇
六
）
に
よ
れ
ば
、

　
　

�

東
京
鉄
道
は
元
東
京
電
車
、
東
京
市
街
、
東
京
電
気
の
三
鉄
道
株
式
会
社
に
分

れ
何
れ
も
三
銭
均
一
制
を
採
り
し
か
三
十
九
年
九
月
三
会
社
合
併
し
て
東
京
鉄

道
会
社
と
な
り
幾
多
市
民
反
対
の
裡
に
四
銭
に
値
上
し
、
同
時
に
全
線
共
通
乗

車
し
得
る
こ
と
ゝ
な
れ
り

と
い
う
。
つ
ま
り
片
道
の
運
賃
が
四
銭
に
値
上
げ
さ
れ
た
時
期
は
一
九
〇
六
（
明

三
九
）
年
九
月
だ
と
分
か
る
。
と
は
い
え
、
い
つ
ま
で
も
四
銭
だ
っ
た
わ
け
も
な
く
、

東
京
倶
楽
部
編
『
最
新
東
京
案
内
』（
綱
島
書
店
、
一
九
〇
七
）
に
、

　
　

�

●
電
車
案
内
／
市
内
に
は
東
京
電
車
、
市
街
鉄
道
、
東
京
電
気
の
三
会
社
あ
り

し
が
、
現
今
に
て
は
此
の
三
会
社
合
同
し
て
東
京
鉄
道
と
な
れ
り
（
略
）
以
上

三
線
の
内
い
づ
れ
へ
行
く
も
乗
車
賃
四
銭
通
行
税
一
銭
合
計
五
銭
、
往
復
九
銭

に
て
乗
廻
し
得
べ
く
も
（
以
下
略
）

と
あ
る
の
で
、
早
く
も
翌
年
に
は
五
銭
に
値
上
げ
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
こ
で
、
片
道
運
賃
の
み
に
着
目
し
て
し
ま
う
と
、
物
語
の
現
在
時
は
、
五
銭
に
値

上
げ
す
る
一
九
〇
七
（
明
四
〇
）
年
以
前
と
結
論
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
推
察

が
正
し
く
な
い
こ
と
は
、
往
復
割
引
の
導
入
を
伝
え
る
右
の
件
か
ら
も
明
ら
か
だ
ろ

う
。
一
九
〇
七
年
時
点
で
は
、
往
復
と
片
道
の
運
賃
の
差
額
が
四
銭
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。
で
は
、
差
額
が
、
仙
吉
の
所
持
金
「
四
銭
」
に
一
致
し
て
い
た
の
は
、

い
つ
ま
で
な
の
か
。
当
時
は
、
市
電
職
員
の
労
働
条
件
改
善
、
路
面
の
整
備
等
々
の

財
源
を
確
保
す
べ
く
、
乗
車
賃
値
上
げ
の
必
要
性
が
盛
ん
に
訴
え
ら
れ
て
い
た
時
期

に
あ
た
る
。
実
際
、
市
電
運
賃
は
頻
繁
に
値
上
げ
さ
れ
て
お
り
、
鉄
道
院
編
『
鉄
道

旅
行
案
内
大
正
六
年
版
』（
一
九
一
七
）
で
は
、「
片
道
六
銭
、
往
復
十
銭
」
に
な
っ

て
い
る
。
だ
が
こ
の
場
合
も
、
往
復
と
片
道
の
差
額
四
銭
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
が

変
化
す
る
の
は
、
一
九
二
〇
年
六
月
一
日
以
降
で
あ
る
。「
東
京
朝
日
新
聞
」

（
一
九
二
〇
・
四
・
六
・
朝
刊
）
を
参
照
し
て
み
よ
う
。

　

電
車
値
上
確
定　

六
月
一
日
よ
り
往
復
十
五
銭

　
　
　
　

●
新
料
金
（
通
行
税
共
）

　
　
　
　

片
道
券　

八
銭

　
　
　
　

往
復
券　

十
五
銭

以
上
に
よ
り
、『
小
僧
の
神
様
』
の
内
部
時
間
は
、
片
道
の
運
賃
が
四
銭
に
値
上
げ

さ
れ
た
一
九
〇
六
年
以
降
、
往
復
割
引
運
賃
と
片
道
運
賃
の
差
額
が
四
銭
だ
っ
た

一
九
二
〇
（
大
九
）
年
五
月
三
一
日
以
前
に
ま
で
絞
り
込
め
る
。
電
車
に
ま
つ
わ
る

別
の
記
述
を
手
掛
か
り
に
、
さ
ら
に
絞
り
込
ん
で
ゆ
き
た
い
。

　
『
小
僧
の
神
様
』
に
は
複
数
の
駅
名
が
登
場
す
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
神
田

駅
で
あ
る
。

　
　

�

神
田
駅
の
高
架
線
の
下
を
く
ぐ
つ
て
松
屋
の
横
へ
出
る
と
、
電
車
通
り
を
越
し

て
、横
丁
の
或
る
小
さ
い
鮨
屋
の
前
へ
来
て
其
客
は
立
止
ま
つ
た
。（
一
三
八
頁
・

九
行
）
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「
高
架
線
」
と
あ
る
の
で
、
外
濠
線
（
路
面
電
車
）
で
な
い
こ
と
は
一
読
明
ら
か
だ

ろ
う
。
中
央
本
線
神
田
駅
の
開
設
時
期
は
、
以
下
の
記
事
（「
東
京
朝
日
新
聞
」

一
九
一
九
・
三
・
一
・
朝
刊
）
か
ら
確
認
で
き
る
。

　
　

�

今
日
か
ら
開
通
す
る　

万
世
橋
と
東
京
駅
間
の
電
車　

初
発
は
午
前
四
時

四
十
九
分　

午
前
十
時
か
ら
夜
に
掛
け　

神
田
区
主
催
の
大
祝
賀
会
／
本
日
開

通
の
神
田
駅

す
な
わ
ち
語
り
の
現
在
時
は
、神
田
駅
が
新
設
さ
れ
た
一
九
一
九
年
三
月
一
日
以
降
、

一
九
二
〇
年
五
月
三
一
日
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
小
説
冒
頭
の
一
節

「
秋0

ら
し
い
柔
ら
か
な
澄
ん
だ
日
ざ
し
」
を
考
慮
す
れ
ば
、
一
九
一
九
年
秋
に
ま
で

絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
小
僧
の
神
様
』が
発
表
さ
れ
た
の
は
、前
述
の
と
お
り
一
九
二
〇
年
一
月
な
の
で
、

同
時
代
の
読
者
は
、
仙
吉
に
お
け
る
「
四
銭
」
の
価
値
、
換
言
す
れ
ば
小
僧
と
鮨
の

距
離
を
、
き
わ
め
て
リ
ア
ル
に
把
捉
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
述
べ
る
な
ら
、

四
銭
は
、
小
僧
が
一
度
の
使
で
貯
め
る
こ
と
の
で
き
る
額
で
あ
り
、
し
か
も
、
語
り

の
現
在
時
か
ら
わ
ず
か
数
か
月
後
に
は
、
仙
吉
が
一
度
で
、
七
銭
を
蓄
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
も
、
初
収
単
行
本
以
降
の
同
時
代
読
者
に
は
、
公
知
の
事
柄
で
あ
っ

た
。
無
論
、
差
額
が
七
銭
に
な
る
の
は
、
仙
吉
の
時
間
を
今
少
し
先
に
進
め
た
物
語

の
外
の
世
界
の
現
実
で
は
あ
る
が
、同
時
代
の
読
者
が
捉
え
た
仙
吉
と
鮨
の
距
離
は
、

現
代
の
読
者
が
捉
え
る
そ
れ
よ
り
も
、
は
る
か
に
近
い
こ
と
は
意
識
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

以
下
、
物
語
の
時
空
間
が
一
九
一
九
年
秋
の
東
京
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

『
小
僧
の
神
様
』
に
註
釈
を
施
し
て
ゆ
く
。

　
　
　

三　

註
釈

　
　

仙
吉
は
神
田
の
或
る
は
か
り
屋
の
店
に
奉
公
し
て
居
る
。（
一
三
一
頁
・
二
行
）

・�

神
田　
『
遊
覧
東
京
案
内
』（
大
東
社
、
一
九
二
二
）
に
よ
る
と
、
神
田
区
は
麹
町

区
、
日
本
橋
区
、
小
石
川
区
、
本
郷
区
、
下
谷
区
、
浅
草
区
に
面
し
た
区
で
あ
る
。

神
田
川
か
ら
南
を
内
神
田
、
北
を
外
神
田
と
い
い
、
学
校
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、

住
民
は
「
江
戸
ツ
子
中
の
神
田
ツ
子
」と
呼
ば
れ
、下
町
の
風
情
を
残
し
て
い
た
。

・�

は
か
り
屋　

仙
吉
が
奉
公
し
て
い
る
秤
屋
で
は
、「
紺
の
大
分
は
げ
落
ち
た
の
れ

ん
の
下
」「
古
風
な
帳
面
」
と
い
っ
た
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
登
場
し
て
い

る
。
秤
屋
に
つ
い
て
、
小
泉
袈
裟
勝
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史
48
・
秤
』（
法
政

大
学
出
版
局
、
一
九
八
二
）
に
よ
る
と
、
秤
の
製
作
は
律
令
制
の
下
で
す
で
に
行

わ
れ
て
お
り
、そ
の
製
作
方
法
は
不
明
で
あ
る
が
、貴
金
属
や
貨
幣
を
扱
う
秤
は
、

「
個
人
の
工
業
と
し
て
は
、
規
制
の
上
か
ら
も
需
要
の
上
か
ら
も
ま
ず
成
り
立
た

な
い
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
一
般
の
人
々
が
秤
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

「
商
品
の
流
通
が
盛
ん
に
な
り
、
金
銀
や
貨
幣
が
そ
の
媒
介
の
役
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
で
」
あ
る
。
こ
う
し
た
需
要
か
ら
、
秤
を
作
る
専
門
の
職
人
が
現
れ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
専
門
の
職
人
を
監
督
す
る
も
の
と
し
て
、「
し
ば
し
ば
武

士
が
任
命
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
の
秤
座
守
随
家
や
神
家
の
経
歴
が
そ
れ
を
物
語
っ

て
い
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
秤
屋
は
こ
の
よ
う
に
一
般
的
な
商
家
と
は
異

な
る
歴
史
を
持
つ
店
で
あ
る
。
冒
頭
に
説
明
さ
れ
る
仙
吉
が
秤
屋
に
奉
公
し
て
い

る
こ
と
は
、秤
を
買
い
に
来
る
貴
族
院
議
員
Ａ
と
の
再
会
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

古
く
か
ら
続
く
伝
統
的
な
秤
屋
に
奉
公
す
る
小
僧
と
い
う
仙
吉
の
人
物
像
の
読
み

に
関
わ
っ
て
く
る
重
要
な
部
分
で
あ
る
。

・�

奉
公　

丸
山
侃
堂
、
今
村
南
史
編
『
丁
稚
制
度
の
研
究
』（
政
教
社
、
一
九
一
二
）
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志賀直哉『小僧の神様』再読のために

に
よ
る
と
、
奉
公
制
度
は
明
治
以
降
も
続
き
、
内
容
形
式
は
大
き
く
変
化
し
な
が

ら
も
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
仙
吉
の
奉
公
す
る
秤
屋
に
は
番
頭
と
呼
ば
れ
る
人

物
が
登
場
し
て
い
る
た
め
、「
仕
着
別
家
制
」
と
呼
ば
れ
る
江
戸
時
代
か
ら
続
く

奉
公
制
度
と
同
じ
よ
う
な
制
度
が
と
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
仕
着
別
家

制
」
と
は
、「
店
員
は
依
然
た
る
子
飼
な
り
。
即
ち
主
家
に
起
臥
し
て
二
季
の
贈

物
あ
り
、
小
遣
銭
の
給
与
あ
り
、
一
切
の
生
活
品
を
主
人
に
仰
ぎ
、
外
出
の
制
限
、

丁
稚
時
代
に
於
け
る
各
種
の
制
裁
出
世
の
順
序
、
別
家
の
年
限
等
殆
ん
ど
異
る
所

な
き
な
り
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
明
治
以
降
、「
通
勤
給
料
制
」
と
呼
ば
れ
る

雇
用
形
態
も
あ
る
な
か
、
仙
吉
の
働
く
秤
屋
は
、
伝
統
的
な
奉
公
制
度
が
続
け
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

〈
明
治
以
降
の
奉
公
制
度
〉

　

丸
山
侃
堂
、
今
村
南
史
編
『
丁
稚
制
度
の
研
究
』（
政
教
社
、
一
九
一
二
）

に
よ
れ
ば
、
明
治
以
降
の
奉
公
制
度
は
、「
仕
着
別
家
制
」
の
他
に
、「
通
勤
給

料
制
」
と
「
折
衷
制
」
が
あ
る
。「
通
勤
給
料
制
」
は
、「
労
働
時
間
は
大
抵
昼

間
五
時
間
乃
至
八
時
間
制
を
採
れ
り
。」
と
あ
り
、
日
曜
な
ど
の
定
休
日
や
夏

季
休
暇
も
あ
る
。
一
方
、「
店
員
の
生
活
費
は
固
り
其
教
育
費
、
治
療
費
、
娯

楽
費
等
自
弁
に
し
」
と
あ
る
。「
只
給
仕
或
は
見
習
店
員
に
対
し
て
は
大
抵
被

服
を
給
し
、
主
家
の
負
担
に
於
て
強
制
教
育
を
施
し
、
或
は
抜
擢
し
て
高
等
の

学
術
を
修
め
し
む
る
も
少
な
か
ら
ず
」
と
な
っ
て
い
た
。「
折
衷
制
」
は
「
一

部
の
店
員
に
対
し
て
は
丁
稚
子
飼
、
一
部
の
店
員
に
対
し
て
は
給
料
制
通
勤
の

方
針
を
執
る
も
の
是
れ
な
り
」
と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
ら
と
比
較
す
る
と
、
仙

吉
の
働
く
秤
屋
の
「
仕
着
別
家
制
」
が
当
時
と
し
て
も
古
い
制
度
を
続
け
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。（
金
子
）

　
　

�「
お
い
、
幸
さ
ん
。
そ
ろ
〳
〵
お
前
の
好
き
な
ま
ぐ
ろ
の
脂
身
が
食
べ
ら
れ
る

頃
だ
ネ
」（
一
三
一
頁
・
六
行
）

・�

ま
ぐ
ろ
の
脂
身　

番
頭
た
ち
が
噂
し
て
い
る
「
ま
ぐ
ろ
の
脂
身
」
と
は
、
鮪
の
腹

部
の
脂
身
、
つ
ま
り
現
在
一
般
的
に
ト
ロ
と
呼
ば
れ
る
部
位
の
こ
と
を
指
す
と
考

え
ら
れ
る
。
鮨
ネ
タ
と
し
て
の
ト
ロ
は
、「
大
正
時
代
中
頃
か
ら
好
ま
れ
始
め
、

昭
和
40
年
頃
か
ら
高
級
品
扱
い
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
高
木
節
子
、
加
田
静

子
編
『
調
理
素
材
事
典
』
愛
智
出
版
、
一
九
九
五
）
と
い
い
、
そ
の
呼
び
方
に
つ

い
て
は
、「
ト
ロ
も
大
正
七
（
一
九
一
八
）、
八
年
ご
ろ
に
客
が
い
い
出
し
た
言
葉

で
、
そ
れ
ま
で
は
脂
身
だ
か
ら
「
あ
ぶ
」
と
い
っ
て
い
た
ら
し
い
」（
新
谷
尚
紀
、

関
沢
ま
ゆ
み
編
『
民
族
小
事
典�

食
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
）
と
あ
る
。

一
九
三
〇
（
昭
五
）
年
頃
の
鮨
事
情
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
『
す
し
通�

（
通

叢
書
第
四
〇
巻
）』
に
お
い
て
も
、
呼
び
方
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。「
玄
人
は
、

ト
ロ
と
い
う
こ
と
ば
は
余
り
使
わ
な
い
で
、「
大
ア
ブ
」「
中
ア
ブ
」
な
ど
と
い
う

こ
と
ば
を
使
っ
て
い
る
が
、「
ア
ブ
」
は
脂
肪
身
の
意
味
で
あ
る
」（
永
野
牙
之
輔

『
す
し
通
（
通
叢
書
第
四
〇
巻
）』（
四
六
書
院
、
一
九
三
〇
）。
こ
こ
か
ら
、
鮪

の
腹
部
の
脂
身
は
、「
ト
ロ
」、
ま
た
は
「
ア
ブ
」
と
呼
ば
れ
る
の
が
主
流
で
あ
っ

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

�　

本
作
の
番
頭
た
ち
は
、そ
の
ど
ち
ら
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
「
ま
ぐ
ろ
の
脂
身
」

と
い
う
呼
び
方
を
し
て
お
り
、
そ
の
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

〈
ト
ロ
が
人
気
の
鮨
ネ
タ
と
な
る
ま
で
〉

　

西
東
秋
男
『
日
本
食
生
活
史
年
表
』（
楽
游
書
房
、
一
九
八
三
）
に
よ
る
と
、

鮪
が
初
め
に
鮨
ネ
タ
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
は
、
安
政
年
間
の
頃
で
あ
っ
た
と

い
う
。
当
時
か
ら
鮪
と
い
う
魚
自
体
が
、
下
魚
と
見
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
鮪
は
鮨
ネ
タ
と
し
て
の
価
値
も
低
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、「
握
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り
の
本
家
の
「
与
兵
衛
」
で
は
「
オ
レ
ン
と
こ
ろ
で
あ
ん
な
下
司
魚
が
握
れ
る

か
い
」と
い
っ
て
、大
震
災
（
大
正
十
二
年
）前
ま
で
は
い
っ
さ
い
握
ら
な
か
っ

た
」（
篠
田
統
『
す
し
の
本
』
柴
田
書
店
、
一
九
六
六
）
と
の
記
述
か
ら
も
窺

わ
れ
る
。「
與
兵
衛
鮨
」
の
よ
う
な
老
舗
の
格
式
張
っ
た
店
で
は
、
鮪
鮨
で
は

な
く
、
車
海
老
鮨
や
伊
達
巻
な
ど
の
鮨
が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
中

で
も
脂
肪
分
の
多
い
ト
ロ
は
、
赤
身
よ
り
も
劣
化
が
早
い
こ
と
か
ら
、
冷
蔵
技

術
が
未
発
達
の
時
代
に
お
い
て
は
更
に
下
等
な
ネ
タ
と
さ
れ
、
明
治
時
代
以
前

に
は
見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
一
八
（
大
七
）
年
頃
に
吉
野

鮨
本
店
（
日
本
橋
二
丁
目
）
の
二
代
目
主
人
が
、
仕
入
れ
値
も
格
安
で
う
ま
み

の
あ
る
ト
ロ
を
握
り
鮨
と
し
て
出
し
、
こ
れ
が
大
流
行
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
ト

ロ
の
人
気
が
高
ま
っ
た
と
い
う
。
以
上
か
ら
、
ト
ロ
が
本
作
発
表
当
時
に
流
行

し
始
め
た
鮨
ネ
タ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。（
上
杉
、
片
木
）

　
　
「
外
濠
に
乗
つ
て
行
け
ば
十
五
分
だ
」（
一
三
一
頁
・
一
〇
行
）

・�

外
濠　

皇
居
の
外
濠
に
沿
っ
て
走
る
市
電
。
杉
本
正
幸
編
『
最
新
実
用
東
京
電
車

案
内
』（
杉
本
正
幸
、
一
九
一
〇
）
に
よ
る
と
赤
坂
見
附
か
ら
土
橋
、
神
田
橋
、

駿
河
台
を
経
て
赤
坂
見
附
に
戻
る
。

　
　

�　

色
の
は
げ
た
前
掛
の
下
に
両
手
を
入
れ
て
、
若
い
番
頭
か
ら
は
少
し
退
が
つ

た
然
る
べ
き
位
置
に
行
儀
よ
く
座
つ
て
居
た
小
僧
の
仙
吉
は
「
あ
ゝ
あ
の
鮨
屋

の
話
だ
な
」
と
思
つ
て
聴
い
て
居
た
。（
一
三
二
頁
・
三
行
）

・�

若
い
番
頭
か
ら
～
座
つ
て
居
た
小
僧　

丸
山
侃
堂
、
今
村
南
史
編
『
丁
稚
制
度
の

研
究
』（
政
教
社
、
一
九
一
二
）
に
よ
る
と
、「
仕
着
別
家
制
」
や
「
折
衷
制
」
を

と
っ
て
い
た
商
家
の
店
員
の
養
成
方
法
は
、明
治
維
新
前
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。

小
僧
は
、
見
習
い
か
ら
始
ま
り
、
仕
事
を
徐
々
に
覚
え
て
い
く
。
そ
し
て
、「
二
三

箇
年
の
見
習
に
よ
り
て
初
め
て
、
示
談
係
り
と
な
り
、
外
売
補
助
員
と
な
り
、
手

代
見
習
員
と
な
る
、
こ
の
間
凡
そ
三
四
箇
年
に
し
て
更
に
手
代
と
な
り
、
係
長
見

習
と
な
り
、
此
に
初
め
て
主
人
の
委
任
に
係
る
権
限
内
に
於
て
商
行
為
を
営
む
を

得
べ
し
。」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
長
い
時
間
を
か
け
て
小
僧
は
出
世
し
て
い
く

の
で
あ
る
。
こ
の
小
僧
に
と
っ
て
、「
支
配
人
番
頭
等
は
丁
稚
の
師
範
役
と
見
る

べ
き
も
の
」
で
あ
っ
た
。
仙
吉
は
、
番
頭
た
ち
の
話
を
「
然
る
べ
き
位
置
」
で
聞

い
て
い
る
。
奉
公
す
る
小
僧
に
と
っ
て
番
頭
は
師
範
役
と
な
る
人
物
で
、
仙
吉
の

こ
の
態
度
は
、
そ
の
身
分
の
差
を
読
み
取
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
奉

公
制
度
に
お
け
る
小
僧
と
番
頭
の
立
場
の
差
が
、
仙
吉
が
早
く
番
頭
に
な
り
た
い

と
思
う
理
由
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

・�

あ
の
鮨
屋　

一
九
二
六
年
一
月
の
「
鮨
新
聞
へ
の
返
事
」
に
お
い
て
、
志
賀
直
哉

は
「
何
れ
か
と
い
へ
ば
悪
い
役
廻
り
に
使
つ
た
幸
ず
し
は
今
も
よ
く
行
く
。」

（「
東
京
鮨
商
組
合
新
報
」
一
九
二
六
・
一
初
出
）
と
、
小
僧
が
入
っ
た
屋
台
鮨
屋

の
モ
デ
ル
を
京
橋
の
「
幸
壽
司
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

〈
小
僧
が
入
っ
た
鮨
屋
の
モ
デ
ル
「
幸
壽
司
」
に
つ
い
て
〉

　

坂
井
健
「
小
僧
は
ど
ん
な
鮨
を
喰
っ
た
か
―
「
小
僧
の
神
様
」
を
め
ぐ
っ
て
」

（「
京
都
語
文
」
二
〇
一
〇
・
一
一
）
で
は
、「
マ
グ
ロ
の
脂
身
を
用
い
た
さ
き

が
け
と
し
て
、
当
時
、
大
評
判
だ
っ
た
」
こ
と
か
ら
日
本
橋
二
丁
目
の
吉
野
鮨

本
店
を
こ
の
屋
台
鮨
屋
の
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
小
僧
は
外
濠
線
鍛

冶
橋
駅
（
→
図
１
中
Ｃ
参
照
）
で
降
り
て
、
京
橋
の
Ｓ
で
の
用
事
を
済
ま
せ
、

「
も
と
来
た
道
の
方
へ
引
き
か
へ
し
て
来
た
」
た
め
、
日
本
橋
方
面
へ
足
が
向

く
こ
と
は
な
い
。
こ
の
回
り
道
に
つ
い
て
、
坂
井
氏
は
「
小
僧
の
執
着
が
感
じ

ら
れ
る
」
と
結
論
付
け
て
い
る
が
、
首
肯
し
が
た
い
。
志
賀
が
モ
デ
ル
と
述
べ

た
「
幸
壽
司
」
は
、
三
友
協
会
調
査
部
編
『
東
京
特
選
電
話
名
簿
上
巻
』（
三
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志賀直哉『小僧の神様』再読のために

友
協
会
、
一
九
二
二
）
に
よ
る
と
、
京
橋
区
畳
九
（
→
図
１
中
Ｄ
参
照
）
に
あ

り
、
小
僧
の
動
線
と
矛
盾
し
な
い
。（
上
杉
）

　

ま
た
、
一
九
二
四
年
の
「
読
売
新
聞
」
の
記
事
「
夜
の
銀
ブ
ラ�

福
助
大
食

の
巻�
ど
う
し
て
も
信
じ
な
い
寿
司
屋
の
親
方
」（
八
・
十
六
・
朝
刊
）
に
、「
か

ね
て
Ｔ
さ
ん
の
お
馴
染
で
あ
る
、
京
橋
の
幸
壽
司
『
と
ろ
の
所
を
…
…
』
と
か

何
と
か
云
ひ
な
が
ら
」と
い
う
記
述
が
あ
り
、作
品
発
表
時
期
と
近
い
頃
に
「
幸

壽
司
」に
お
い
て
も
ト
ロ
の
鮨
を
出
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。以
上
、

「
鮨
新
聞
へ
の
返
事
」
で
の
志
賀
の
発
言
に
加
え
て
、
地
理
的
な
側
面
、
及
び

鮨
ネ
タ
の
側
面
か
ら
、「
あ
の
鮨
屋
」の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
の
が
「
幸
壽
司
」

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。（
片
木
）

・�

京
橋　

大
東
京
社
編
『
明
治
神
宮
と
大
東
京
』（
大
東
京
社
、一
九
一
九
）に
、「
日

本
橋
区
に
次
ぎ
て
帝
都
商
業
の
中
心
地
と
称
せ
ら
る
。（
略
）
銀
座
通
り
は
最
も

殷
賑
を
極
む
る
の
市
街
な
り
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
商
業
の
街
と
し
て
栄
え
た
場

所
で
あ
る
。
京
橋
駅
は
銀
座
通
り
か
ら
、
ま
た
外
濠
線
鍛
冶
橋
か
ら
も
近
い
。
繁

華
街
で
あ
る
銀
座
か
ら
来
た
貴
族
院
議
員
Ａ
と
、
下
町
で
あ
る
神
田
か
ら
来
た
小

僧
と
が
巡
り
合
う
の
に
相
応
し
い
場
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

→
図
１
中
Ａ
参
照

　
　

�「
何
ん
で
も
、
與
兵
衞
の
息
子
が
松
屋
の
近
所
に
店
を
出
し
た
と
云
ふ
事
だ
が
、

幸
さ
ん
、
お
前
は
知
ら
な
い
か
い
」（
一
三
二
頁
・
七
行
）

・�

與
兵
衞　

奥
田
優
曇
華
『
食
行
脚�

東
京
の
巻
』（
協
文
館
、
一
九
二
五
）
に
「
両

国
の
与
兵
衛
鮨
は
、
握
鮨
の
元
祖
と
し
て
有
名
で
あ
る
。」
と
あ
る
ほ
か
、
東
京

倶
楽
部
編
『
最
新
東
京
案
内
』（
綱
島
書
店
、一
九
〇
七
）、『
欺
さ
れ
ぬ
東
京
案
内
』

（
東
京
案
内
社
、一
九
二
二
）、三
友
協
会
調
査
部
編
『
東
京
特
選
電
話
名
簿
上
巻
』

（
三
友
協
会
、
一
九
二
二
）
で
も
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
江
戸
期
か
ら
続
く
老
舗
と

し
て
有
名
な
鮨
屋
で
あ
る
。
本
店
は
両
国
に
あ
り
、
関
東
大
震
災
（
一
九
二
三
年
）

後
は
渋
谷
道
玄
坂
に
出
張
所
を
置
い
た
。

　
　

�　
「
私
も
よ
く
は
聞
か
な
か
つ
た
が
、
い
づ
れ
今
川
橋
の
松
屋
だ
ら
う
よ
」

（
一
三
二
頁
・
九
行
）

・�

今
川
橋
の
松
屋　

一
九
〇
七
年
に
東
京
初
の
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
と
し
て
店

を
構
え
た
。
な
お
、
今
川
橋
の
松
屋
は
関
東
大
震
災
の
被
害
を
受
け
、
一
九
二
五

年
に
銀
座
三
丁
目
へ
移
転
さ
れ
た
。

　

→
図
１
中
Ｂ
参
照

　
　

�　
「
い
や
、
何
と
か
云
つ
た
。
何
屋
と
か
云
つ
た
よ
。
聴
い
た
が
、
忘
れ
た
」

（
一
三
二
頁
・
一
三
行
）

・�

何
屋　

冒
頭
で
登
場
し
た
こ
の
鮨
屋
は
、
後
に
小
僧
が
貴
族
院
議
員
Ａ
に
連
れ
ら

れ
て
く
る
鮨
屋
で
あ
る
。
こ
の
寿
司
屋
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
志
賀
直
哉
「
鮨
新

聞
へ
の
返
事
」（「
東
京
鮨
商
組
合
新
報
」
一
九
二
六
・
一
初
出
）
で
は
「
花
屋
」

で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

〈
小
僧
が
ご
馳
走
に
な
っ
た
鮨
屋
の
モ
デ
ル
「
花
屋
」
に
つ
い
て
〉

　

小
僧
が
貴
族
院
議
員
Ａ
に
連
れ
ら
れ
て
く
る
鮨
屋
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
志

賀
直
哉
は
「
鮨
新
聞
へ
の
返
事
」（「
東
京
鮨
商
組
合
新
報
」
一
九
二
六
・
一
初

出
）
に
お
い
て
、「「
小
僧
の
神
様
」
と
い
ふ
小
説
に
花
屋
を
使
ひ
、
中
の
人
物

が
、
此
家
で
小
僧
に
鮨
を
御
馳
走
し
て
、
あ
と
何
と
な
く
気
ま
り
が
悪
い
や
う

な
心
持
か
ら
其
家
へ
行
け
な
く
な
る
事
を
想
像
で
書
い
て
、
そ
の
後
、
実
際
自

身
も
妙
に
行
き
に
く
く
な
つ
て
了
つ
た
。（
略
）
花
屋
の
主
が
文
学
者
で
小
説
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を
読
ん
で
ゐ
さ
う
な
の
で
気
が
差
す
の
か
も
知
れ
ぬ
。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ

こ
で
志
賀
が
挙
げ
て
い
る
「
花
屋
」
は
、
鮨
屋
と
し
て
当
時
の
味
覚
案
内
に
ほ

と
ん
ど
名
前
が
挙
が
ら
な
い
。
そ
の
た
め
現
時
点
で
店
の
特
定
は
で
き
て
い
な

い
も
の
の
、モ
デ
ル
と
し
て
考
え
ら
れ
る
店
舗
は
存
在
す
る
。作
品
発
表
当
時
、

同
名
の
店
舗
と
し
て
は
、
神
田
区
旅
籠
町
三
の
会
席
料
理
店
（
日
本
料
理
店
）

「
花
屋
」
と
、
神
田
の
鮨
屋
「
花
家
」
と
い
う
二
店
が
あ
っ
た
。
な
お
、
調
査

の
際
、
表
記
の
揺
れ
を
考
慮
し
、「
花
や
」「
は
な
や
」「
花
屋
」「
花
家
」
等
の

語
を
調
査
対
象
と
し
た
。
前
者
の
「
花
屋
」
は
、
名
称
、
場
所
と
も
に
志
賀
の

言
う
「
花
屋
」
と
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
鮨
屋
で
は
な
く
会
席
料
理
店
で

あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
当
店
と
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
一
方
で
、

志
賀
の
記
述
に
近
い
の
は
、
後
者
の
「
花
家
」
で
あ
る
。
こ
の
店
に
つ
い
て
、

平
山
盧
江
『
東
京
お
ぼ
え
帳
』（
住
吉
書
店
、
一
九
五
二
）
に
は
、「
江
戸
以
来

の
両
国
与
兵
衛
ず
し
の
倅
さ
ん
が
、
本
家
を
は
な
れ
て
、
理
想
的
の
す
し
を
造

ら
う
と
、
神
田
に
花
家
と
い
ふ
の
れ
ん
を
あ
げ
た
頃
、
そ
れ
は
大
正
の
好
況
時

代
で
あ
つ
た
ら
う
（
略
）
売
れ
て
も
売
れ
な
く
て
も
本
格
の
す
し
を
と
値
段
か

ま
は
ず
に
作
つ
た
花
や
の
す
し
が
、
ま
ん
ま
と
失
敗
し
、
折
角
の
思
ひ
立
ち
を

抛
つ
て
俳
諧
師
に
な
つ
た
の
が
即
ち
小
泉
迂
外
宗
匠
で
あ
る
。」
と
の
情
報
が

あ
る
。「
花
家
」
の
亭
主
で
あ
る
小
泉
迂
外
は
本
名
を
小
泉
清
三
郎
と
い
い
、

小
泉
清
三
郎
『
家
庭
鮓
の
つ
け
方
』（
大
倉
書
店
、
一
九
一
〇
）
を
著
し
、「［
簡

便
当
季
握
り
鮓
］
与
兵
衛
鮓
事　

小
泉
迂
外
談
（
連
載
）」（「
読
売
新
聞
」

一
九
〇
三
・
一
〇
・
三
〇
～
一
二
・
四
・
朝
刊
）
と
い
う
全
一
八
回
の
連
載
で
「
與

兵
衛
鮨
」
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ど
、
文
化
人
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
る
。「
花
家
」
は
、
詳
細
な
町
名
等
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
小
僧

の
動
線
を
辿
る
こ
と
が
で
き
ず
、
当
店
が
モ
デ
ル
で
あ
る
と
特
定
し
か
ね
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
神
田
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
点
、
店
主
が
文

化
人
で
あ
っ
た
と
い
う
点
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
「
花
家
」
が
志
賀
の
述
べ
る

「
花
屋
」で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。何
屋
と
い
う
曖
昧
な
表
記
を
用
い
る
の
は
、

小
僧
に
と
っ
て
「
不
思
議
で
た
ま
ら
な
」
い
出
来
事
の
舞
台
で
あ
る
鮨
屋
の
神

秘
性
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。（
上
杉
、
片
木
）

　
　

�

出
掛
け
に
彼
は
番
頭
か
ら
電
車
の
往
復
代
だ
け
を
貰
つ
て
出
た
。（
一
三
三
頁
・

二
行
）

・�

出
掛
け
に
彼
は
～
貰
つ
て
出
た　

仙
吉
は
、
番
頭
か
ら
電
車
代
を
貰
っ
て
い
る
。

仙
吉
が
ど
れ
ほ
ど
の
賃
金
を
貰
っ
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
大
正
時
代
の
奉

公
人
を
募
集
す
る
求
人
広
告
（「
大
正
時
代
の
商
店
の
求
人
広
告
（
依
頼
）」『
も

り
お
か
物
語
（
八
）』
熊
谷
印
刷
出
版
部
、
一
九
七
八
）
に
は
、「
一
、
採
用
第
一

年
間
ハ
小
使
銭
ニ
不
足
ナ
キ
丈
ケ
ヨ
リ
給
与
セ
ズ
（
毎
月
金
五
拾
銭
以
上
壱
円
以

下
）
一
、
第
二
年
目
毎
月
金
壱
円
ヨ
リ
壱
円
五
拾
銭
迄
一
、
第
三
年
目
毎
月
金
壱

円
五
拾
銭
以
上
弐
円
五
拾
銭
迄
」
と
三
年
間
の
賃
金
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
三
年
間
の
衣
食
や
日
用
品
な
ど
の
費
用
は
す
べ
て
「
主
人
ニ
於
テ
負

担
ス
ル
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
様
々
な
口
実
で
の
雑
収
入
も
多
い
た
め
、
貯
金
も

出
来
る
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
貯
金
に
つ
い
て
は
、「
監
督
ハ
主

人
ニ
於
テ
充
分
致
シ
ヤ
ル
事
」
と
さ
れ
て
お
り
、
小
僧
が
自
由
に
使
っ
て
い
い
金

で
は
な
か
っ
た
。主
人
が
衣
食
住
の
負
担
を
し
て
く
れ
る
小
僧
の
仙
吉
で
あ
れ
ば
、

六
銭
の
鮨
は
決
し
て
食
べ
ら
れ
な
い
値
段
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

小
遣
い
も
含
め
た
お
金
に
つ
い
て
は
、
主
人
が
管
理
し
て
い
た
。
賃
金
や
小
遣
い

は
あ
っ
て
も
、
仙
吉
が
自
由
に
使
う
こ
と
が
出
来
た
金
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、仙
吉
は
「
早
く
自
分
も
番
頭
に
な
つ
て
、そ
ん
な
通
ら
し
い
口
を
き
ゝ

な
が
ら
、勝
手
に
さ
う
云
ふ
家
の
の
れ
ん
を
く
ゞ
る
身
分
に
な
り
た
い
」と
思
う
。

「
仕
着
別
家
制
度
」
が
用
い
ら
れ
る
秤
屋
で
は
、
小
僧
で
あ
る
仙
吉
が
自
由
に
何
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か
を
出
来
る
身
分
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

�
其
時
彼
は
か
な
り
腹
が
へ
つ
て
居
た
。
脂
で
黄
が
ゝ
つ
た
ま
ぐ
ろ
の
鮨
が
想
像

の
眼
に
映
る
と
、彼
は
「
一
つ
で
も
い
ゝ
か
ら
食
い
た
い
も
の
だ
」と
考
へ
た
。

彼
は
前
か
ら
往
復
の
電
車
賃
を
貰
ら
う
と
片
道
を
買
つ
て
、
帰
り
は
歩
い
て
来

る
事
を
よ
く
し
た
。
今
も
其
残
つ
た
四
銭
が
懐
の
裏
隠
し
で
カ
チ
ャ
〳
〵
と
鳴

つ
て
居
る
。（
一
三
三
頁
・
五
行
）

・�

脂
で
黄
が
ゝ
つ
た
ま
ぐ
ろ
の
鮨
が
想
像
の
眼
に
映
る
と　

明
治
か
ら
大
正
時
代
の

鮪
の
仕
込
み
に
関
し
て
、
鮨
職
人
が
当
時
を
回
想
し
て
、「
昔
は
冷
蔵
庫
な
ん
か

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、魚
河
岸
で
胴
切
り
に
し
て
も
ら
っ
た
や
つ
を
縄
で
結
わ
え
て
、

そ
の
ま
ん
ま
井
戸
に
ほ
お
り
こ
ん
じ
ゃ
う
。（
略
）
そ
ん
な
時
代
で
す
か
ら
、
生

の
ま
ま
を
握
る
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
し
な
い
ん
で
す
。」（
内
田
英
一
『
江
戸
前
の

鮨
』
晶
文
社
、
一
九
八
九
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

�　

当
時
の
冷
蔵
技
術
の
発
達
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
鮪
の
赤
身
よ
り
も
劣
化
の
早

い
ト
ロ
を
生
の
ま
ま
握
っ
て
客
に
提
供
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
よ
っ
て
、

小
僧
が
「
黄
が
ゝ
つ
た
ま
ぐ
ろ
」
を
想
像
し
た
理
由
と
し
て
、
次
の
三
点
の
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
ト
ロ
を
赤
身
と
同
様
に
醤
油
漬
け
に
し
た
場
合
に
、

醤
油
の
色
味
が
脂
身
に
染
み
込
ん
で
黄
色
味
を
帯
び
た
と
い
う
可
能
性
、
次
に
、

冷
蔵
技
術
の
限
界
で
ト
ロ
の
鮮
度
が
低
下
し
、
色
味
が
黄
色
く
変
化
し
た
と
い
う

可
能
性
、
最
後
に
、
小
僧
が
一
度
も
ト
ロ
を
見
た
こ
と
が
な
く
、
実
際
と
は
異
な

る
ト
ロ
を
想
像
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
鮮
度
の
高
い
ト
ロ

は
通
常
白
い
脂
肪
と
赤
身
と
が
層
を
な
し
全
体
と
し
て
ピ
ン
ク
色
を
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。そ
の
た
め
、「
脂
で
黄
が
ゝ
つ
た
ま
ぐ
ろ
」と
い
う
描
写
か
ら
は
、

当
時
の
鮨
屋
に
お
け
る
魚
の
鮮
度
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
あ
く

ま
で
も
こ
れ
は
小
僧
の
「
想
像
」
で
し
か
な
い
と
い
う
点
に
は
注
意
が
必
要
で
あ

る
。

・�

往
復
の
電
車
賃　

一
九
一
七
年
の
運
賃
は
片
道
六
銭
往
復
一
〇
銭
（『
鉄
道
旅
行

案
内
』
鉄
道
院
、
一
九
一
七
）
で
あ
る
。
小
僧
の
手
元
に
残
っ
た
「
四
銭
」
と
は
、

一
回
分
の
差
額
で
あ
り
、
少
し
ず
つ
貯
め
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

�

而
し
て
、
何
気
な
く
鮨
屋
の
方
へ
折
れ
よ
う
と
す
る
と
、
不
図
其
四
つ
角
の
反

対
側
の
横
丁
に
屋
台
で
、
同
じ
名
の
の
れ
ん
を
掛
け
た
鮨
屋
の
あ
る
事
を
発
見

し
た
。（
一
三
三
頁
・
一
二
行
）

・�

屋
台　

作
中
で
仙
吉
は
鮨
屋
の
暖
簾
を
見
た
後
で
、
同
じ
名
前
の
暖
簾
を
掛
け
た

屋
台
を
発
見
し
、
入
っ
て
い
く
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
店
は
内
店
と
屋
台
店
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
志
賀
が
こ
の
屋
台
店
の
モ
デ
ル
と
述
べ
た
「
幸
壽

司
」
は
永
野
牙
之
輔
『
す
し
通�

（
通
叢
書
第
四
〇
巻
）』（
四
六
書
院
、

一
九
三
〇
）
に
お
い
て
「
京
橋
の
「
幸
ず
し
」
で
立
食
ひ
場
を
置
い
て
中
は
弟
子

で
も
其
処
は
主
人
が
握
」
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
屋
台
鮨
の
ブ
ー
ム

が
明
治
後
期
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
小
説
内
時
間
で
あ
る

一
九
二
〇
年
の
秋
に
も
「
幸
壽
司
」
が
屋
台
店
と
内
店
の
両
方
を
持
っ
て
い
て
も

お
か
し
く
な
い
。
杉
山
宗
吉
『
す
し
の
思
い
出
』（
養
徳
社
、
一
九
六
八
）
に
よ

る
と
、
屋
台
鮨
屋
は
一
九
四
〇
年
、
一
九
四
一
年
ご
ろ
ま
で
あ
っ
た
。

〈
明
治
・
大
正
期
の
屋
台
鮨
屋
〉

　

小
泉
清
三
郎
『
家
庭
鮓
の
つ
け
方
』（
大
倉
書
店
、
一
九
一
〇
）
で
は
「
屋

台
店
で
よ
く
売
れ
ま
す
鮓
は
鮪
で
、
仙
台
だ
ろ
う
が
馬
関
だ
ら
う
が
赤
く
さ
へ

あ
れ
ば
通
過
る
の
で
、
赤
貝
も
土
地
に
よ
り
ま
す
と
筋
膜
の
方
が
捌
け
ま
す
。

し
か
し
実
の
処
、
屋
台
及
び
屋
台
で
修
養
し
た
職
人
は
、
手
腕
が
粗
雑
一
方
に

傾
い
て
、
一
人
と
し
て
真
に
握
れ
る
も
の
は
無
い
や
う
で
す
。」
と
述
べ
ら
れ
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て
い
る
。

　

し
か
し
、
杉
山
宗
吉
『
す
し
の
思
い
出
』（
養
徳
社
、
一
九
六
八
）
で
「
当

時
の
屋
台
店
は
、
衛
生
な
ど
に
無
関
心
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
現
在
の
よ
う

に
鮓
を
召
し
上
が
る
方
に
、
お
手
ふ
き
を
出
す
で
も
な
く
、
ま
た
手
洗
い
の
設

備
も
な
く
、
も
ち
ろ
ん
、
は
し
な
ど
も
出
し
ま
せ
ん
の
で
、
お
客
様
は
、
そ
の

ま
ま
の
手
づ
か
み
な
の
で
す
。（
略
）
当
時
う
ち
店
と
言
っ
て
一
戸
構
え
る
鮓

屋
に
な
る
の
に
は
、ま
ず
、こ
れ
ら
の
店
か
ら
初
め
る
人
が
多
か
っ
た
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
こ
ろ
一
流
と
か
有
名
鮓
な
ど
と
評
判
の
あ
る
鮓
屋
の
前
身

は
、
ほ
と
ん
ど
屋
台
店
や
床
店
か
ら
だ
っ
た
の
で
す
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
当
時
の
屋
台
店
は
粗
雑
な
面
も
あ
る
一
方
で
、
内
店
を
志
す
職
人
も

お
り
、
腕
が
悪
い
と
は
一
概
に
言
え
な
い
。（
上
杉
）

　
　

�　

若
い
貴
族
院
議
員
の
Ａ
は
同
じ
議
員
仲
間
の
Ｂ
か
ら
、
鮨
の
趣
味
は
握
る
そ

ば
か
ら
、
手
掴
み
で
食
ふ
屋
台
の
鮨
で
な
け
れ
ば
解
か
ら
な
い
と
云
ふ
や
う
な

通
を
切
り
に
説
か
れ
た
。（
一
三
三
頁
・
一
六
行
）

・�

貴
族
院
議
員　

内
藤
一
成
『
貴
族
院
』（
同
成
社
、
二
〇
〇
八
）
に
よ
る
と
、
貴

族
院
組
織
令
案
の
審
議
が
、
一
八
八
八
（
明
二
一
）
年
一
二
月
に
行
わ
れ
た
。
貴

族
院
議
員
は
、
成
年
男
子
皇
族
、
公
侯
爵
（
二
五
歳
以
上
）、
伯
子
男
爵
（
二
五

歳
以
上
）、
国
家
に
功
労
或
い
は
学
識
あ
る
男
子
（
満
三
〇
歳
以
上
）、
多
額
の
直

接
国
税
納
税
者
（
満
三
〇
歳
以
上
の
男
子
）
か
ら
な
る
。
貴
族
院
議
員
の
収
入
に

つ
い
て
は
、『
衆
議
院
要
覧�

上
巻
』（
衆
議
員
事
務
局
、
一
九
二
〇
）
に
よ
る
と
、

議
長
は
五
〇
〇
〇
円
、
副
議
長
は
三
〇
〇
〇
円
、
議
員
は
二
〇
〇
〇
円
で
あ
る
。

森
永
卓
郎
監
修
『
物
価
の
文
化
史
事
典�

明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
』（
展
望
社
、

二
〇
〇
八
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
六
（
昭
二
一
）
年
ま
で
は
国
会
議
員
の
報
酬
は

年
額
制
で
あ
っ
た
。
他
方
、
一
九
一
八
（
大
七
）
年
国
家
公
務
員
の
初
任
月
給
は

一
二
円
か
ら
二
〇
円
程
度
、
年
額
は
一
四
四
円
か
ら
二
四
〇
円
程
度
で
あ
り
、
こ

れ
は
貴
族
院
議
員
の
年
間
収
入
の
一
〇
分
の
一
に
当
た
る
。
志
賀
直
哉
は
、
華
族

で
は
な
い
が
、
妻
の
康
子
は
、
華
族
で
貴
族
院
議
員
の
勘
解
由
小
路
資
承
の
娘
で

あ
る
。
ま
た
、
学
習
院
中
等
科
の
同
級
生
で
あ
り
、
志
賀
と
交
流
の
あ
っ
た
有
馬

頼
寧
も
貴
族
院
議
員
で
あ
っ
た
。

　
　

Ａ
は
何
時
か
其
立
食
い
を
や
つ
て
み
よ
う
と
考
へ
た
。（
一
三
四
頁
・
一
行
）

・�

立
食
い　

開
拓
社
編
『
如
何
に
し
て
生
活
す
べ
き
乎
』（
開
拓
社
、
一
九
〇
〇
）

に
お
い
て
「
鮨
の
本
味
は
立
食
に
あ
り
と
い
ふ
一
種
の
風
流
よ
り
紋
付
羽
織
に
八

字
髭
の
連
中
も
一
寸
暖
簾
に
頭
隠
し
て
尻
か
く
さ
ず
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
明
治
後
期
か
ら
鮨
の
立
ち
食
い
が
流
行
し
、
庶
民
だ
け
で
な
く
中
流
階
級

ま
で
多
く
の
人
々
が
好
ん
で
い
た
。
鮨
屋
に
は
屋
台
の
立
ち
食
い
と
、
内
店
の
座

敷
で
食
べ
る
も
の
が
あ
る
が
、
吉
野
曻
雄
『
鮓
・
鮨
・
す
し�

す
し
の
事
典
』（
旭

屋
出
版
、
一
九
九
一
）
に
お
い
て
そ
の
違
い
は
「
即
製
即
食
で
あ
る
か
否
か
の
違

い
」
と
述
べ
ら
れ
、
立
ち
食
い
で
は
簡
易
な
調
理
の
も
の
が
多
く
用
い
ら
れ
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�　

其
時
不
意
に
横
合
ひ
か
ら
十
三
四
の
小
僧
が
入
つ
て
来
た
。（
一
三
四
頁
・

七
行
）

・�

十
三
四
の
小
僧　

江
藤
恭
二
、
宍
戸
健
夫
編
『
子
ど
も
の
生
活
と
教
育
の
歴
史
』

（
川
島
書
店
、
一
九
六
六
）
に
よ
る
と
、
一
八
七
二
（
明
五
）
年
の
学
制
に
よ
り
、

尋
常
小
学
校
は
上
下
二
等
に
わ
け
ら
れ
、
下
等
小
学
は
六
歳
か
ら
九
歳
ま
で
、
上

等
小
学
は
一
〇
歳
か
ら
一
三
歳
ま
で
と
な
っ
た
。『
教
育
百
年
史
』（
国
政
研
究
所
、

一
九
六
七
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
、
小
学
校
令
が
制
定
さ
れ
、
一
九
〇
七
年
に
改

正
さ
れ
た
内
容
で
は
、
尋
常
小
学
校
の
修
業
年
限
を
六
年
と
定
め
、
高
等
小
学
校
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の
修
業
年
限
を
二
年
、
場
合
に
よ
っ
て
は
三
年
と
し
た
。
さ
ら
に
、
尋
常
小
学
校

で
の
六
年
を
義
務
教
育
と
定
め
、
そ
の
上
は
中
等
学
校
に
接
続
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
制
度
は
三
〇
年
以
上
続
け
ら
れ
た
。
一
九
〇
〇
年
の
小
学
校
令
で
は
、

公
立
尋
常
小
学
校
の
授
業
料
徴
収
制
を
原
則
と
し
て
廃
止
し
て
お
り
、『
明
治
以

降
教
育
文
化
の
統
計
』（
国
立
国
会
図
書
館
、
一
九
五
七
）
に
は
、
一
九
一
九
（
大

八
）
年
の
義
務
教
育
の
就
学
率
は
「
九
八
、九
二
％
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

仙
吉
も
義
務
教
育
は
受
け
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
貴
族
院
議
員
Ａ
の
視
点
か
ら

仙
吉
は
、
一
三
、一
四
歳
の
小
僧
と
見
ら
れ
て
い
る
。
一
九
一
九
年
の
小
学
校
教

育
は
、
尋
常
小
学
校
の
六
年
が
義
務
教
育
で
あ
り
、
仙
吉
の
年
齢
は
六
歳
で
入
学

し
た
と
仮
定
す
る
と
、
尋
常
小
学
校
の
義
務
教
育
を
終
え
て
一
、二
年
と
わ
か
る
。

〈
大
正
期
の
労
働
に
つ
い
て
〉

　
『
明
治
大
正
昭
和
の
文
化
』（
東
京
都
新
聞
社
、
一
九
七
七
）
に
よ
る
と
、
初

の
国
際
労
働
会
議
が
一
九
一
九
（
大
八
）
年
一
〇
月
二
九
日
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン

で
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。「
一
般
協
定
」
は
、
労
働
時
間
が
「
一
日
八
時
間
、
一

週
四
八
時
間
を
超
過
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
に
は
特

殊
協
定
が
存
在
し
、「
十
五
歳
以
下
の
労
働
者
及
び
坑
内
作
業
に
従
事
す
る
坑

夫
に
就
て
は
休
憩
時
間
を
含
ま
ず
、
正
味
に
働
く
時
間
は
四
八
時
間
を
超
過
せ

し
む
べ
か
ら
ず
。
尤
も
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
年
）
七
月
一
四
日
以
降
は

十
五
歳
を
十
六
歳
に
引
上
ぐ
る
事
」
と
示
さ
れ
て
い
た
。
世
界
と
比
べ
て
み
て

も
当
時
の
日
本
の
労
働
環
境
が
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。（
金

子
）

　
　

�　

小
僧
は
少
し
思
ひ
切
つ
た
調
子
で
、
こ
ん
な
事
は
初
め
て
ぢ
や
な
い
と
云
ふ

や
う
に
、
勢
よ
く
手
を
延
ば
し
、
三
つ
程
並
ん
で
ゐ
る
ま
ぐ
ろ
の
鮨
の
一
つ
を

つ
ま
ん
だ
。所
が
、何
故
か
小
僧
は
勢
よ
く
延
ば
し
た
割
り
に
其
手
を
ひ
く
時
、

妙
に
躊
躇
し
た
。
／
「
一
つ
六
銭
だ
よ
」
と
主
が
云
つ
た
。（
一
三
四
頁
・

一
一
行
）

・�

ま
ぐ
ろ
の
鮨　

小
僧
が
入
っ
た
屋
台
で
の
「
ま
ぐ
ろ
の
鮨
」は
六
銭
で
あ
っ
た
が
、

一
九
二
三
（
大
一
二
）
年
頃
の
鮨
の
値
段
に
つ
い
て
、「
当
時
、
魚
河
岸
の
す
し

が
一
ケ
五
銭
、
ほ
か
で
は
三
銭
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
十
銭
が
一
般
の
相
場
で
あ
っ

た
」（「
月
刊
食
堂
」
二
〇
〇
一
・
一
二
）
と
あ
る
。
握
り
鮨
一
ケ
六
銭
と
い
う
の

は
概
ね
標
準
的
な
価
格
設
定
で
あ
っ
た
か
。

　
　

�「
此
間
君
に
教
そ
は
つ
た
鮨
屋
へ
行
つ
て
見
た
よ
」
／
「
ど
う
だ
い
」
／
「
中
々

う
ま
か
つ
た
。
そ
れ
は
左
う
と
、
見
て
居
る
と
、
皆
か
う
云
ふ
手
つ
き
を
し
て
、

魚
の
方
を
下
に
し
て
一
ペ
ン
に
口
へ
ほ
う
り
込
む
が
、
あ
れ
が
通
な
の
か
い
」

／
「
ま
あ
、
ま
ぐ
ろ
は
大
概
あ
ゝ
し
て
食
ふ
や
う
だ
」（
一
三
五
頁
・
七
行
）

・�「
中
々
う
ま
か
つ
た
。
～
あ
れ
が
通
な
の
か
い
」　

鮨
の
食
べ
方
に
つ
い
て
は
諸

説
あ
る
。
作
品
の
同
時
代
の
文
献
に
は
「
す
し
を
取
る
に
は
三
本
の
指
で
向
ひ
の

端
を
摘
ま
む
、
而
し
て
手
前
の
端
に
醤
油
を
つ
け
る
、
こ
ゝ
ま
で
は
肘
を
上
げ
て

や
ら
ぬ
と
巧
く
行
か
ん
が
、
是
で
肘
を
下
げ
る
と
、
そ
れ
槓
桿
作
用
に
依
つ
て
寿

司
の
方
が
上
が
る
、
同
時
に
寿
司
は
グ
ル
リ
と
一
つ
宙
返
り
を
や
つ
て
、
魚
は
下

に
飯
は
上
に
向
く
。
乃
ち
パ
ク
リ
と
や
る
。」（
多
々
良
三
平
『
お
釈
迦
様
で
も
御

存
知
無
か
ろ
』
東
文
堂
、
一
九
一
九
）
と
い
う
よ
う
に
、
貴
族
院
議
員
Ｂ
と
同
じ

方
法
で
鮨
を
食
べ
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一
九
三
〇
年
頃
に
は
、「
鮨

は
タ
ネ
を
下
に
裏
返
し
に
し
て
食
べ
る
べ
き
物
だ
と
い
う
こ
と
を
、
伊
藤
銀
月
、

永
井
荷
風
、
岡
本
一
平
な
ど
の
人
々
が
、
文
に
小
説
に
漫
画
に
書
い
た
り
な
ど
し

た
の
で
、
今
は
一
般
に
タ
ネ
を
下
に
す
る
方
が
通
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
に
は
反
対
党
が
多
く
」（
永
野
牙
之
輔
『
す
し
通�

（
通
叢
書
第
四
〇
巻
）』
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そ
の
園
児
数
は
公
立
二
二
二
八
人
、
私
立
五
九
八
〇
人
で
あ
っ
た
。
な
お
、

一
九
二
五
年
時
点
に
お
け
る
小
学
校
第
一
学
年
入
学
児
童
の
う
ち
幼
稚
園
修
了
者

の
就
園
率
は
四
、〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
幼
稚
園
に
入
園
し

た
園
児
が
、
未
就
学
児
の
極
少
数
で
あ
る
と
わ
か
る
。

〈
大
正
期
の
幼
稚
園
の
保
育
料
〉

　

森
永
卓
郎
監
修
『
物
価
の
文
化
史
事
典�

明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
』（
展

望
社
、
二
〇
〇
八
）
に
よ
る
と
、
一
九
一
九
（
大
八
）
年
、
東
京
芝
区
の
日
雇

石
工
の
賃
金
は
二
円
五
三
銭
七
厘
で
、
同
地
区
の
左
官
の
賃
金
は
一
円
九
一
銭

で
あ
る
。
一
九
二
二
（
大
一
一
）
年
に
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
四
円
四
七
銭
、
三

円
一
一
銭
で
あ
る
。
一
九
二
〇
（
大
九
）
年
、
東
京
公
立
小
学
校
教
員
の
初
任

給
は
四
〇
円
か
ら
五
五
円
で
あ
る
。
一
九
二
二
（
大
一
一
）
年
、
東
京
女
子
師

範
学
校
附
属
幼
稚
園
の
年
間
保
育
料
で
あ
る
三
三
円
が
い
か
に
高
額
で
あ
っ
た

か
う
か
が
え
る
。（
李
）

・�

子
供
が
段
々
大
く
な
つ
て
行
く
の
を
数
の
上
で
知
り
た
い　

一
九
〇
二
（
明

三
五
）
年
、
医
学
博
士
三
島
通
良
が
学
位
論
文
『
日
本
健
体
小
児
ノ
発
育
論
』（
大

日
本
図
書
、
一
九
〇
二
）
で
、
日
本
の
上
流
社
会
の
児
童
は
外
国
の
上
流
社
会
の

児
童
ほ
ど
運
動
を
し
な
い
た
め
に
虚
弱
で
あ
る
と
述
べ
、
日
本
と
欧
米
の
上
流
社

会
に
お
け
る
児
童
の
健
康
状
況
の
差
異
を
指
摘
し
て
い
る
。

〈
夫
の
育
児
参
加
に
つ
い
て
〉

　

太
田
素
子
、
浅
井
幸
子
編
『
保
育
と
家
庭
教
育
の
誕
生�

一
八
九
〇
―

一
九
三
〇
』（
藤
原
書
店
、
二
〇
一
二
）
に
よ
る
と
、
既
に
明
治
期
に
は
、
鳩

山
春
子
ら
が
、
西
欧
の
家
庭
を
模
範
と
す
る
新
し
い
育
児
観
の
影
響
を
受
け
、

（
四
六
書
院
、
一
九
三
〇
）、
鳴
門
鮨
主
人
、
小
泉
迂
外
氏
、
結
城
礼
二
郎
氏
を

は
じ
め
と
す
る
数
々
の
名
店
鮨
職
人
た
ち
が
こ
の
食
べ
方
を
批
判
し
て
い
る
と
の

指
摘
も
あ
る
。

　
　

�

Ａ
は
幼
稚
園
に
通
つ
て
居
る
自
分
の
小
さ
い
子
供
が
段
々
大
き
く
な
つ
て
行
く

の
を
数
の
上
で
知
り
た
い
気
持
か
ら
、
風
呂
場
へ
小
さ
い
体
量
ば
か
り
を
備
へ

付
け
る
事
を
思
ひ
つ
い
た
。（
一
三
六
頁
・
一
一
行
）

・�

幼
稚
園　

日
本
で
最
初
の
幼
稚
園
は
、
一
八
七
六
（
明
九
）
年
一
一
月
一
六
日
に

誕
生
し
た
東
京
女
子
師
範
学
校
附
属
幼
稚
園
で
あ
る
。
文
部
省
『
幼
稚
園
教
育
百

年
史
』（
ひ
か
り
の
く
に
、
一
九
七
九
）
に
よ
る
と
、
一
八
九
九
（
明
三
二
）
年

六
月
に
文
部
省
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
「
幼
稚
園
保
育
及
設
備
規
定
」
は
幼
稚
園

に
関
す
る
初
め
て
の
法
令
で
あ
る
。
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
東
京
女
子
師
範
学
校

附
属
幼
稚
園
の
例
で
は
、
一
八
七
八
（
明
一
一
）
年
、
月
額
は
五
〇
銭
で
あ
り
、

年
間
六
円
の
保
育
料
と
五
〇
銭
の
入
園
料
、
合
計
六
円
五
〇
銭
で
あ
っ
た
。
森
永

卓
郎
監
修
『
物
価
の
文
化
史
事
典�

明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
』（
前
出
）
に
よ

れ
ば
、
同
幼
稚
園
の
保
育
料
年
額
は
、
一
九
一
二
（
大
一
）
年
が
二
二
円
、

一
九
二
二
年
が
三
三
円
な
の
で
大
幅
に
上
昇
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
華
族
の
子
供

を
保
育
す
る
目
的
で
開
い
た
幼
稚
園
と
し
て
は
、
一
八
九
四
（
明
二
七
）
年
に
華

族
女
学
校
に
設
置
さ
れ
た
宮
内
省
の
直
轄
幼
稚
園
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
〇
六
年

華
族
女
学
校
は
学
習
院
と
合
併
し
、
幼
稚
園
も
学
習
院
女
学
部
幼
稚
園
に
な
り
、

一
九
一
八
年
に
幼
稚
園
は
学
習
院
女
子
部
と
共
に
赤
坂
区
青
山
に
新
築
移
転
さ
れ

た
。
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
編
『
東
京
の
幼
稚
園
』（
研
文
社
、

一
九
六
九
）
に
よ
る
と
、
開
園
当
時
の
保
育
料
は
「
月
額
七
十
銭
以
上
二
円
以
下
」

で
あ
る
。『
東
京
府
統
計
書�

大
正
八
年
』（
東
京
府
、
一
九
一
三
～
一
九
二
五
）

の
統
計
で
は
、
一
九
一
九
年
、
東
京
の
幼
稚
園
は
公
立
一
七
園
、
私
立
九
八
園
、
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志賀直哉『小僧の神様』再読のために

育
児
は
母
親
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
父
親
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
と

い
う
新
た
な
育
児
理
念
を
提
唱
し
て
い
る
。

　
『
日
本
人
の
自
伝
７�

高
群
逸
枝
・
鳩
山
春
子
』（
平
凡
社
、一
九
八
一
）で
は
、

鳩
山
春
子
は
夫
の
和
夫
と
一
緒
に
子
供
を
入
浴
さ
せ
る
と
い
う
。
本
書
の
「
解

説
」
で
村
上
信
彦
は
、「
春
子
が
良
妻
賢
母
た
り
え
た
の
は
、
ま
ず
何
よ
り
も

和
夫
が
良
夫
賢
父
だ
か
ら
で
あ
っ
た
」
と
和
夫
の
人
格
を
評
価
し
て
い
る
。
風

呂
で
子
供
の
体
重
を
は
か
っ
て
知
り
た
い
と
い
う
子
供
の
成
長
に
関
心
を
持
つ

貴
族
院
議
員
Ａ
も
、
良
夫
賢
父
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。（
李
）

　
　

�

停
車
場
や
運
送
屋
に
あ
る
大
き
な
物
と
全
く
同
じ
で
小
さ
い
、
其
可
愛
い
は
か

り
（
一
三
六
頁
・
一
六
行
）

・�

停
車
場
や
～
其
可
愛
い
は
か
り　

秤
屋
で
売
ら
れ
て
い
た
体
量
秤
は
、「
停
車
場

や
運
送
所
に
あ
る
」
も
の
と
全
く
同
じ
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
台
秤
と
呼
ば
れ
る
秤

で
あ
る
。林
英
雄
『
秤
座
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
七
三
）に
よ
る
と
、明
治
以
降
、

西
洋
の
秤
の
技
術
が
輸
入
さ
れ
た
こ
と
で
従
来
の
木
製
の
秤
は
排
除
さ
れ
て
い

き
、
台
秤
は
、
機
関
車
用
の
も
の
も
作
ら
れ
た
と
あ
る
。
貴
族
院
議
員
Ａ
は
、「
荷

物
ば
か
り
」
の
並
び
か
ら
一
番
小
さ
い
も
の
を
選
ん
で
い
る
。
小
泉
袈
裟
勝
『
も

の
と
人
間
の
文
化
史
48
・
秤
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
二
）
に
よ
れ
ば
、

一
八
九
三
年
の
価
格
表
で
は
、台
秤
の
一
番
小
さ
い
も
の
は
、「
拾
二
貫
掛
」で
「
九

円
五
拾
銭
」
と
な
っ
て
い
る
。
貴
族
院
議
員
Ａ
が
幼
稚
園
に
通
う
子
供
の
体
重
を

量
ろ
う
と
思
え
ば
、
充
分
に
量
る
こ
と
が
で
き
る
秤
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　
　

�

は
か
り
を
買
ふ
時
、
そ
の
は
か
り
の
番
号
と
一
緒
に
買
手
の
住
所
姓
名
を
書
い

て
渡
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
規
則
（
一
三
七
頁
・
一
一
行
）

・�

は
か
り
を
買
ふ
時
～
渡
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
規
則　

小
泉
袈
裟
勝
『
も
の
と
人
間
の
文

化
史
48
・
秤
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
二
）
に
よ
る
と
、
秤
屋
の
歴
史
は
、

秤
座
に
さ
か
の
ぼ
る
。
秤
座
は
、
秤
の
製
作
や
修
理
・
販
売
だ
け
で
は
な
く
、「
秤

改
め
」
と
い
う
取
り
締
ま
り
の
権
利
も
持
っ
て
い
た
。
こ
の
権
利
は
、「
幕
府
の

仕
事
を
代
行
す
る
公
用
で
」
あ
る
た
め
、「
地
方
秤
座
で
も
苗
字
を
名
乗
る
こ
と

が
許
さ
れ
、
秤
改
め
の
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
名
代
役
の
上
京
、
帰
郷
の
往
復
に
公

用
人
馬
を
使
う
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
様
々
な
特
権
が
与

え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
秤
座
は
一
般
的
な
商
家
と
比
べ
て
、
権
力
の
あ

る
店
で
あ
っ
た
。
そ
の
権
限
は
、
一
八
七
五
（
明
八
）
年
の
「
度
量
衡
取
締
条
例
」

に
よ
る
秤
座
の
解
体
で
失
わ
れ
る
が
、
一
部
は
残
っ
て
い
た
。「
守
随
秤
座
の
秤

は
す
べ
て
「
公
儀
の
御
道
具
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
民
間
に
下
げ
渡
す
と
い
う
建
前

に
な
る
。
だ
か
ら
秤
座
の
手
代
は
、
裃
を
着
け
、
買
手
に
頭
を
さ
げ
さ
せ
て
渡
し
、

金
を
受
取
る
と
い
う
形
式
に
な
っ
た
。こ
の
形
式
の
名
残
は
明
治
以
降
も
見
ら
れ
、

戦
前
で
も
地
方
の
秤
屋
に
は
い
ば
っ
て
る
者
が
あ
っ
た
し
、秤
は
上
座
に
置
い
て
、

ま
た
い
だ
り
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
習
慣
が
残
っ
て
い
た
。」こ
の
よ
う
に
元
々

は
貨
幣
の
価
値
を
決
め
る
公
儀
の
物
で
あ
る
秤
を
売
る
秤
座
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
買
い
手
に
対
し
て
住
所
と
名
前
を
聞
い
て
保
証
を
と
っ
て
お
く
風
習
が
残
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

�

神
田
駅
の
高
架
線
の
下
を
く
ぐ
つ
て
松
屋
の
横
へ
出
る
と
、
電
車
通
り
を
越
し

て
、横
丁
の
或
る
小
さ
い
鮨
屋
の
前
へ
来
て
其
客
は
立
止
ま
つ
た
。（
一
三
八
頁
・

九
行
）

・�

神
田
駅
の
高
架
線　

中
央
本
線
を
指
す
。

　

→
図
１
中
Ｅ
参
照
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格
は
十
五
銭
で
あ
る
た
め
、
作
品
発
表
当
時
の
「
與
兵
衛
鮨
」
は
概
ね
三
十
銭

程
度
か
。

　

ま
た
、
鮨
屋
の
か
み
さ
ん
の
「
お
代
は
ま
だ
沢
山
頂
い
て
あ
る
ん
で
す
か
ら

ネ
」と
い
う
発
言
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
貴
族
院
議
員
Ａ
は
三
人
前
の
鮨
の
値
段
、

つ
ま
り
九
十
銭
程
度
よ
り
も
多
額
の
金
を
鮨
屋
に
支
払
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
こ
か
ら
、
貴
族
院
議
員
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。（
片
木
）

　
　

�　

Ａ
は
小
僧
に
別
れ
る
と
追
い
か
け
ら
れ
る
や
う
な
気
持
で
電
車
通
り
に
出
る

と
、
其
所
へ
丁
度
通
り
か
か
つ
た
辻
自
動
車
を
呼
び
止
め
て
、
直
ぐ
Ｂ
の
家
へ

向
か
つ
た
（
一
三
九
頁
・
一
三
行
）

・�

辻
自
動
車　

タ
ク
シ
ー
の
旧
称
。
高
田
公
理
『
自
動
車
と
人
間
の
百
年
史
』（
新

潮
社
、
一
九
八
五
）
に
よ
る
と
、
一
九
〇
〇
（
明
三
三
）
年
、
初
め
て
四
輪
自
動

車
が
登
場
し
、「
保
有
台
数
は
全
国
で
十
台
を
超
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
が
、

大
正
時
代
に
な
る
と
徐
々
に
増
加
し
始
め
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
は
都
市
の
生
活

者
大
衆
に
ま
で
普
及
し
た
。
一
九
一
七
（
大
六
）
年
の
東
京
に
お
け
る
辻
自
動
車

の
利
用
料
金
は
、
高
田
（
前
出
）
に
よ
る
と
、「
最
初
の
一
マ
イ
ル
が
六
十
銭
、

以
後
〇
・
二
五
マ
イ
ル
ご
と
、
深
夜
、
雨
天
は
〇
・
二
五
マ
イ
ル
ご
と
に
割
増
十
銭
」

で
あ
る
。

　
　
「
其
お
鮨
電
話
で
取
寄
せ
ら
れ
ま
せ
ん
の
？
」（
一
四
一
頁
・
九
行
）

・�
電
話　

西
林
忠
俊
（
ほ
か
）
編
『
日
本
人
と
て
れ
ふ
ぉ
ん�

明
治
・
大
正
・
昭
和

の
電
話
世
相
史
』（
通
信
総
合
博
物
館
、
一
九
九
〇
）
に
よ
る
と
、
一
九
二
一
（
大

一
〇
）
年
に
電
話
加
入
権
を
買
う
場
合
、
一
七
五
〇
円
か
ら
二
一
五
〇
円
を
要
し

た
。
一
九
一
九
年
、
自
働
電
話
（
公
衆
電
話
）
の
通
話
料
金
は
五
分
間
で
五
銭
で

　
　

仙
吉
は
其
所
で
三
人
前
の
鮨
を
平
げ
た
。（
一
三
八
頁
・
一
六
行
）

・�
三
人
前
の
鮨　

小
僧
は
Ａ
に
内
店
の
鮨
屋
で
御
馳
走
に
な
る
が
、
当
時
の
一
人
前

の
鮨
は
「
そ
の
こ
ろ
ど
こ
の
鮓
屋
で
も
、
値
段
の
上
下
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
前

と
し
て
盛
る
鮓
は
、海
苔
巻
き
が
二
切
れ
、握
り
鮓
が
五
個
、合
わ
せ
て
七
個
」（
杉

山
宗
吉
『
す
し
の
思
い
出
』
養
徳
社
、
一
九
六
八
）
と
あ
る
よ
う
に
、
一
人
前
の

個
数
に
は
決
ま
り
が
あ
っ
た
（
→
図
２
参
照
）。
ま
た
、
明
治
時
代
以
来
の
鮨
の

大
き
さ
は
、「
一
升
の
飯
に
て
九
十
の
鮨
が
握
ら
る
る
」（
開
拓
社
編
『
如
何
に
し

て
生
活
す
べ
き
乎
』
開
拓
社
、
一
九
〇
〇
）
と
い
う
の
で
、
現
在
の
一
、五
倍
か

ら
二
倍
近
く
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

�　

よ
っ
て
、
一
人
前
七
個
の
鮨
を
三
人
前
、
つ
ま
り
二
一
個
程
食
べ
た
と
考
え
ら

れ
る
小
僧
の
「
腹
は
十
二
分
に
張
つ
て
居
た
」
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

〈
小
僧
が
食
べ
た
鮨
の
価
格
〉

　

鮨
の
価
格
に
つ
い
て
、
小
僧
が
御
馳
走
に
な
っ
た
「
與
兵
衛
の
息
子
」
の
店

の
モ
デ
ル
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
花
屋
」（
コ
ラ
ム
「
小
僧
が
ご
馳
走
に
な
っ

た
鮨
屋
の
モ
デ
ル
「
花
屋
」
に
つ
い
て
」
参
照
）
は
、「
與
兵
衛
の
息
子
」
の

店
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
與
兵
衛
鮨
」
と
同
程
度
の
価
格
設
定
で
あ
っ
た
と
仮
定

し
た
い
。

　
「
與
兵
衛
鮨
」
の
価
格
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
〇
（
昭
五
）
年
当
時
で
、「
す

し
並
五
十
銭
、
中
七
十
銭
、
上
一
円
」（
時
事
新
報
家
庭
部
編
『
東
京
名
物
食

べ
あ
る
記
』
正
和
堂
書
房
、
一
九
三
〇
）
で
あ
っ
た
。
週
刊
朝
日
編
集
部
編
『
値

段
史
年
表�

明
治
・
大
正
・
昭
和
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
八
）
に
よ
る
と
、

当
時
の
江
戸
前
鮨
一
人
前
の
標
準
価
格
は
二
十
五
銭
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
こ

か
ら
「
與
兵
衛
鮨
」
は
平
均
の
約
二
倍
の
価
格
設
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で

き
る
。
同
様
に
考
え
る
と
、
一
九
二
一
（
大
一
〇
）
年
の
江
戸
前
鮨
の
標
準
価
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志賀直哉『小僧の神様』再読のために

あ
る
。
日
本
電
信
電
話
公
社
東
京
電
気
通
信
局
編
『
東
京
の
電
話
（
下
）』（
電
気

通
信
協
会
、
一
九
六
四
）
に
よ
れ
ば
、
東
京
の
単
独
電
話
の
使
用
料
は
、

一
九
二
〇
（
大
九
）
年
当
時
、
一
か
月
あ
た
り
基
本
料
金
が
四
〇
円
、
連
接
料
金

が
一
六
円
、
加
え
て
市
内
通
話
は
一
度
に
つ
き
二
銭
で
あ
っ
た
。
磯
村
英
一
「
監

修
者
の
こ
と
ば
」
に
は
、
電
話
は
東
京
都
民
に
と
っ
て
長
い
間
「
身
分
上
の
格
差
」

を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
あ
る
。

　
　

�

到
底
そ
れ
は
人
間
業
で
は
な
い
と
考
へ
た
。
神
様
にマ
マ

も
知
れ
な
い
。
そ
れ
で
な

け
れ
ば
仙
人
だ
。
若
し
か
し
た
ら
お
稲
荷
様
か
も
し
れ
な
い
、
と
考
へ
た
。

（
一
四
二
頁
・
八
行
）

・�

仙
人　

俗
世
と
の
交
流
を
断
っ
て
生
活
を
送
り
、
不
老
不
死
や
超
人
的
な
力
を
持

つ
と
さ
れ
る
人
物
。

　

�　

一
九
〇
九
年
七
月
八
日
の
「
読
売
新
聞
」
朝
刊
に
突
如
と
し
て
片
田
源
七
と
い

う
自
称
仙
人
が
登
場
し
、
そ
の
後
約
二
ヶ
月
間
、
新
聞
記
事
を
賑
わ
し
た
。
源
七

は
焼
け
た
火
箸
を
素
手
で
つ
か
む
行
為
や
剣
の
刃
渡
り
を
行
っ
て
も
無
事
だ
っ
た

と
い
い
、
記
事
中
で
も
「
仙
人
」「
蟇
仙
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
一
九
〇
九
年

七
月
一
八
日
の
「
読
売
新
聞
」
朝
刊
に
よ
る
と
、
前
日
一
七
日
に
は
神
田
三
崎
町

に
あ
る
教
会
で
も
心
理
学
の
研
究
者
ら
に
術
を
披
露
し
て
い
る
。

　
〈
仙
人
の
流
行
〉

　

登
場
時
の
記
事
に
よ
る
と
、
片
田
源
七
は
宮
城
県
刈
田
郡
小
原
村
大
字
下
戸

沢
出
身
（「
読
売
新
聞
」
一
九
〇
九
・
七
・
八
・
朝
刊
）
で
、
そ
の
容
姿
は
「
白

髪
交
り
尺
余
の
長
髪
を
藁わ

薨ら

に
て
括
り
竪
縞
の
浴
衣
に
木
綿
袴
を
穿
き
元
気
は

至
つ
て
旺
盛
な
れ
ど
歯
は
二
三
枚
し
か
な
い
」（「
読
売
新
聞
」一
九
〇
九
・
七
・

九
・
朝
刊
）
と
い
う
。
一
九
〇
九
年
七
月
一
〇
日
以
降
、
本
郷
座
で
公
演
を
行
っ

て
い
た
源
七
で
あ
っ
た
が
、
八
月
に
入
る
と
源
七
と
似
た
能
力
を
持
つ
森
破
凡

と
い
う
人
物
が
現
れ
、
源
七
は
破
凡
と
の
奇
術
試
合
で
負
け
た
と
い
う
（「
読

売
新
聞
」
一
九
〇
九
・
八
・
一
二
・
朝
刊
）。
し
か
し
後
の
記
事
（「
読
売
新
聞
」

一
九
〇
九
・
八
・
一
五
・
朝
刊
）
で
、
源
七
は
そ
れ
ら
の
内
容
が
「
破
凡
が
殊
更

に
新
聞
記
者
を
欺
む
い
」
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
抗
議
。
破
凡
に
公
開
試

合
を
す
る
よ
う
申
し
入
れ
た
も
の
の
、
取
り
合
わ
れ
な
か
っ
た
。
源
七
は
一
度

帰
郷
し
た
後
、
福
島
に
下
っ
て
公
演
を
行
う
よ
う
に
な
る
の
だ
が
（「
読
売
新

聞
」
一
九
〇
九
・
八
・
二
六
・
朝
刊
）、
そ
れ
以
降
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
も
減
り
紙
面
か
ら
姿
を
消
し
た
。
源
七
の
活
躍
か
ら
数
年
が
経
過
し
た

一
九
一
五
年
七
月
一
六
日
、「
読
売
新
聞
」
の
朝
刊
で
は
、
再
び
源
七
が
余
興

を
行
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。「
七
年
前
本
郷
座
に
現
は
れ
仙
術
の
一
部
を

公
開
し
て
」
な
ど
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
大

変
印
象
的
な
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

源
七
が
活
躍
し
て
い
た
場
所
、
時
間
は
作
品
の
設
定
と
も
近
く
、
仙
吉
も
源

七
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
仙

吉
の
思
い
描
く
仙
人
と
は
本
来
意
味
す
る
よ
う
な
俗
世
を
絶
っ
た
不
老
不
死
の

人
物
で
は
な
く
、
源
七
の
よ
う
な
、

驚
く
べ
き
技
を
披
露
す
る
人
物
を
指

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

当
時
の
読
者
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
も
後

者
の
も
の
が
近
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。（
熊
倉
）

・�

お
稲
荷
様　

稲
荷
信
仰
に
お
け
る
神
。
ま
た
そ
の
社
を
敬
っ
て
い
う
語
。
狐
が
使

い
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

片田源七（「読売新聞」
1915・7・16・朝刊）
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〈
仙
吉
の
受
け
た
学
校
教
育
〉

　

一
九
〇
四
年
以
降
、
尋
常
小
学
校
修
身
科
の
教
科
書
に
「
迷
信
」「
迷
信
を

避
け
よ
」
と
い
う
項
目
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
文
部
省
編
『
尋
常
小
学

修
身
書
第
四
学
年
』（
熊
谷
久
栄
堂
、
一
九
〇
四
）
に
は
「
す
べ
て
道
理
の
正

し
か
ら
ぬ
こ
と
に
惑
ひ
、
こ
れ
を
信
仰
し
、
こ
れ
に
頼
す
る
を
迷
信
と
い
ふ
。

諸
氏
は
必
ず
迷
信
を
避
け
ざ
る
べ
か
ら
ず
。」
と
あ
り
、
科
学
的
根
拠
の
な
い

事
象
を
信
じ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
教
育
が
既
に
始
ま
っ
て
い
た
。
な
お
教

科
書
に
は
、
夜
道
に
ひ
ょ
う
た
ん
を
化
け
物
と
勘
違
い
し
切
り
か
か
っ
た
臆
病

な
武
士
の
話
、
神
酒
徳
利
に
刺
し
た
御
幣
が
動
く
の
を
、
実
際
は
中
に
入
れ
た

ド
ジ
ョ
ウ
の
せ
い
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
霊
験
の
た
め
だ
と
言
い
人
々
を
騙
し

て
い
た
祈
祷
師
の
説
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

迷
信
に
関
す
る
教
育
は
仙
吉
が
尋
常
小
学
校
に
通
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
時
期

に
も
続
い
て
い
る
。
一
九
一
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
教
員
用
の
授
業
案
（
阿
部
潔

『
教
案
中
心
修
身
教
授
の
実
際
案
・
下
巻
』
教
育
研
究
会
、
一
九
一
六
）
に
は

「
世
の
中
に
は
色
々
の
迷
信
が
あ
る
例
へ
ば
、
イ
、
狐
や
狸
は
人
を
誑
す
と
か

人
に
つ
く
と
か
言
ふ
が
そ
ん
な
こ
と
は
あ
る
べ
き
は
づ
は
な
い
。」
と
書
か
れ

て
い
る
。
仙
吉
も
迷
信
に
関
し
て
の
授
業
を
受
け
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

教
科
書
に
も
記
載
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
狐
憑
き
を
は
じ
め
と
し
た

憑
き
物
が
迷
信
で
あ
り
、
そ
れ
を
信
じ
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
考
え
自
体
は
、

学
者
の
み
な
ら
ず
子
供
を
含
む
一
般
市
民
に
も
認
知
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
作
中
で
は
仙
吉
が
「
お
稲
荷
様
が
乗
り
移
る
」
こ
と
に
関
し
て

疑
問
を
抱
い
て
い
る
よ
う
な
描
写
は
見
ら
れ
な
い
。
憑
き
物
は
迷
信
で
あ
る
と

い
う
知
識
を
持
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
な
が
ら
、
俗
信
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
の

で
き
な
い
仙
吉
は
、
前
近
代
的
な
思
考
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

（
熊
倉
）

　
�　

近
世
期
後
半
、
人
口
の
増
加
や
万
能
神
と
し
て
の
信
仰
の
発
展
な
ど
と
い
っ
た

様
々
な
要
因
か
ら
、
江
戸
下
町
に
稲
荷
社
が
急
増
し
た
。
中
村
偵
里
『
狐
の
日
本

史
近
世
・
近
代
篇
』（
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
、
二
〇
〇
三
）
で
は
、

十
七
世
紀
終
わ
り
か
ら
幕
末
ま
で
に
現
代
の
千
代
田
区
神
田
地
区
、
中
央
区
で

三
六
社
も
の
稲
荷
社
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
東
条
山
比
古

「
神
田
の
狐
」（「
か
ん
だ
」
一
九
六
三
・
一
）
で
は
、
神
田
に
稲
荷
神
社
が
多
い

こ
と
に
関
し
て
「
こ
れ
は
江
戸
一
般
に
通
ず
る
話
だ
。
と
り
た
て
て
云
う
べ
き
も

の
が
別
に
な
い
」
と
評
し
て
い
る
。

　

�　

多
く
の
稲
荷
社
が
存
在
し
て
い
た
神
田
周
辺
で
暮
ら
し
て
い
る
仙
吉
に
と
っ

て
、
稲
荷
は
大
変
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
超
自
然
な
も
の
に
つ

い
て
考
え
た
と
き
、
最
も
身
近
な
信
仰
対
象
と
し
て
「
お
稲
荷
様
」
が
連
想
さ
れ

て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

　
　

�　

彼
が
お
稲
荷
様
を
考
へ
た
の
は
彼
の
伯
母
で
、
お
稲
荷
様
信
仰
で
一
時
気
違

ひ
の
や
う
に
な
つ
た
人
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
お
稲
荷
様
が
乗
り
移
る
と
身

体
を
ブ
ル
〳
〵
震
は
し
て
、
変
な
予
言
を
し
た
り
、
遠
い
所
に
起
つ
た
出
来
事

を
云
ひ
当
た
り
す
る
、
彼
は
そ
れ
を
或
る
時
見
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
つ
た
。

（
一
四
二
頁
・
一
〇
行
）

・�

お
稲
荷
様
が
乗
り
移
る
と
～
云
ひ
当
た
り
す
る　

狐
が
乗
り
移
り
奇
妙
な
言
動
を

す
る
と
い
う
の
は
、
狐
憑
き
と
も
取
れ
る
現
象
で
あ
る
。
明
治
時
代
に
突
入
す
る

と
精
神
医
学
に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
一
八
八
五
年
に
は
ベ
ル
ツ
が

「
狐
憑
病
説
」（「
官
報
」［
前
半
］
一
八
八
五
・
一
・
二
六
、［
後
半
］

一
八
八
五
・
一
・
二
七
）
を
発
表
し
、
狐
憑
き
は
憑
き
物
で
は
な
く
、
精
神
的
な
病

が
原
因
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
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�
所
が
、
其
番
地
に
は
人
の
住
ひ
が
な
く
て
、
小
さ
い
稲
荷
の
祠
が
あ
つ
た
。

（
一
四
三
頁
・
一
一
行
）

・�

小
さ
い
稲
荷
の
祠　
『
日
本
民
俗
宗
教
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、一
九
九
八
）で
「
稲

荷
信
仰
」
に
つ
い
て
の
項
目
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
祭
祀
形
態
か
ら
三
つ
の
分
類

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
神
道
に
お
け
る
宇
迦
之
御
魂
神
や
保
食
神
が
祀
ら
れ
る
神

道
系
稲
荷
、仏
教
に
お
け
る
茶
吉
尼
天
が
祀
ら
れ
る
仏
教
系
稲
荷
、山
や
屋
敷
地
、

川
、
海
な
ど
に
祀
ら
れ
、
山
の
神
や
祖
霊
神
、
福
神
な
ど
様
々
な
性
格
を
持
っ
て

民
間
に
信
仰
さ
れ
る
民
俗
的
稲
荷
で
あ
る
。

　

�　

社
が
な
く
祠
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
や
場
所
を
考
え
る
と
、
こ
こ
で
書
か
れ
た
稲

荷
は
民
族
的
稲
荷
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
　
　

四　

お
わ
り
に

　

以
上
の
註
釈
は
、
丁
稚
奉
公
と
い
う
制
度
を
通
し
て
見
る
仙
吉
の
境
遇
、
小
僧
が

食
べ
た
か
っ
た
物
と
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
物
と
の
齟
齬
、
単
純
な
格
差
と
し
て
解

消
す
べ
き
で
は
な
い
Ａ
と
仙
吉
と
の
暮
ら
し
方
や
価
値
観
の
相
違
と
い
っ
た
事
柄

を
、
よ
り
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
、
一
定
の
役
割
を
果
た
し
得
る
も
の

と
考
え
る
。

　

仙
吉
を
気
の
毒
な
少
年
と
し
て
見
る
眼
差
し
を
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
新
た
に
見

出
さ
れ
直
す
景
色
に
お
い
て
は
、
Ａ
と
仙
吉
の
懸
隔
は
、
鮨
を
お
腹
一
杯
食
せ
る
者

と
食
せ
ざ
る
者
の
差
、富
者
と
貧
者
の
そ
れ
で
は
な
い
。そ
こ
に
見
え
て
く
る
の
は
、

粋
に
通
じ
る
行
為
―
―
鮪
の
脂
身
を
食
す
る
―
―
に
対
す
る
仙
吉
少
年
の
憧
れ
を
、

美
味
し
い
鮨
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
み
た
い
小
僧
の
願
望
と
し
て
曲
解
し
、
か
つ

そ
の
誤
解
に
は
気
づ
け
な
い
ま
ま
に
、「
変
に
淋
し
い　

い
や
な
気
持
」
に
襲
わ
れ

る
Ａ
や
、
Ａ
に
共
感
す
る
Ａ
の
妻
、
彼
ら
が
認
識
す
る
小
僧
像
と
、
実
際
の
仙
吉
少

年
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
だ
。
そ
し
て
、
実
は
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
こ
そ
が
、
Ａ
と
仙
吉
を
救
い

出
す
鍵
で
あ
り
、
本
小
説
の
清
潔
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
奥
行
き
に
他
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。
す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
と
お
り
、
仙
吉
に
と
っ
て
、
屋
台
鮨
を
気

軽
に
食
す
こ
と
は
、
決
し
て
実
現
不
可
能
な
夢
想
で
は
な
く
、
む
し
ろ
遠
く
な
い
未

来
に
実
現
可
能
な
目
標
に
近
い
。
仙
吉
は
決
し
て
、
貧
し
く
気
の
毒
な
だ
け
の
小
僧

で
は
な
い
の
だ
。近
い
将
来
、自
ら
の
手
で
実
現
で
き
る
夢
を
、横
合
い
か
ら
先
ど
っ

て
実
現
さ
せ
る
行
為
は
、
小
僧
の
人
生
へ
の
、
不
必
要
で
差
し
出
が
ま
し
い
介
入
に

他
な
る
ま
い
。
し
か
し
、
Ａ
が
小
僧
の
望
み
を
誤
解
し
た
こ
と
で
、
少
年
の
夢
、
仙

吉
の
目
標
は
守
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
『
小
僧
の
神
様
』
が
、
時
間
と
空
間
を
超
え
て
読
み
継
が
れ
て
き
た
の
は
、
一
読
、

簡
潔
で
分
か
り
や
す
く
感
じ
ら
れ
る
こ
の
小
説
が
、
実
は
問
う
べ
き
要
素
を
き
わ
め

て
多
く
持
ち
、
か
つ
多
彩
な
問
に
応
じ
る
強
度
を
備
え
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
実
際
、『
小
僧
の
神
様
』
に
つ
い
て
は
、
実
に
多
く
の
問
が
設
定
で
き
る
。

そ
の
冒
頭
だ
け
を
見
て
も
、
読
者
、
生
徒
、
研
究
者
は
、
も
っ
と
豊
か
に
、
問
を
投

げ
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。
た
と
え
ば
、
暖
簾
の
紺
が
「
大
分
は
げ
落
ち
」、

「
店
に
は
一
人
の
客
も
な
い
」
秤
屋
で
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
番
頭
は
「
巻
煙
草
を
ふ

か
し
」
た
り
「
火
鉢
の
傍
で
新
聞
を
読
ん
」
だ
り
し
つ
つ
、
暢
気
に
も
、
鮨
屋
に
出

掛
け
る
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ら
れ
る
の
か
。
そ
こ
か
ら
は
、
仙
吉
が
外
な
ら
ぬ
秤

屋
の
小
僧
で
あ
る
必
然
性
に
つ
い
て
の
考
察
が
、
さ
ら
に
一
層
ひ
ろ
が
っ
て
ゆ
く
だ

ろ
う
。

　

あ
る
い
は
、
尋
常
小
学
校
に
お
い
て
退
け
る
べ
き
も
の
と
教
え
込
ま
れ
た
非
科
学

的
事
象
を
、
い
ま
だ
に
考
察
の
拠
り
所
に
す
る
小
僧
の
姿
か
ら
は
、
近
代
的
合
理
主

義
と
噛
み
合
わ
な
い
少
年
の
、
先
々
の
苦
労
が
予
測
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
同
時

に
、
ま
っ
た
く
同
じ
材
料
か
ら
、
秤
屋
の
小
僧
と
い
う
伝
統
的
な
商
売
お
よ
び
制
度
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の
中
で
、
落
ち
着
い
て
出
世
を
果
た
し
て
ゆ
く
小
僧
の
明
る
い
未
来
像
を
予
想
す
る

こ
と
も
、
可
能
で
あ
る
。
小
僧
が
使
に
出
さ
れ
る
折
、「
往
復
の
電
車
賃
を
貰
ら
う

と
片
道
を
買
つ
て
、
帰
り
は
歩
い
て
来
る
事
を
よ
く
し
た
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
か
番

頭
た
ち
は
誰
一
人
と
し
て
、
そ
う
し
た
小
僧
の
行
為
を
咎
め
て
は
い
な
い
。
番
頭
た

ち
が
よ
ほ
ど
愚
鈍
で
も
な
い
限
り
、
同
様
の
行
為
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
か
な
い
と
は
考
え
に
く
い
。
片
道
分
の
電
車
賃
を
着
服
す
る
行
為
を
重
大
な
不
品

行
の
よ
う
に
読
む
向
き
も
あ
る
が
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
語
り
手
は
、
小
説
の
冒

頭
で
わ
ざ
わ
ざ
、「
若
い
番
頭
か
ら
は
少
し
退
が
つ
た
然
る
べ
き
位
置
に
行
儀
よ
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

座
つ
て
」
い
る
小
僧
の
様
子
を
伝
え
て
い
た
。
そ
う
い
う
仙
吉
が
、
不
適
切
な
行
動

に
よ
っ
て
自
ら
、
自
身
の
位
置
を
危
う
く
す
る
と
は
考
え
に
く
い
の
だ
。
こ
の
奉
公

先
で
は
、
こ
う
し
た
工
夫
は
小
僧
の
裁
量
と
し
て
あ
る
程
度
ま
で
許
容
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
小
僧
が
「
然
る
べ
き
位
置
」
か
ら
逸
脱
し
な
い
限
り
、
番
頭
た
ち
も
、

彼
の
行
為
を
黙
認
し
て
い
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
現
在
の

仙
吉
は
、
番
頭
た
ち
自
身
の
過
去
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
仙
吉
は
、
Ａ
や
そ

の
子
供
と
は
異
な
る
仙
吉
の
世
界
で
、
少
年
ら
し
い
夢
や
希
望
を
抱
き
な
が
ら
、
彼

自
身
の
生
を
歩
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
き
わ
め
て
恵
ま
れ
た
位
置
に
い
る
貴
族
院
議
員
と
、
い

ず
れ
に
お
い
て
も
虐
げ
ら
れ
て
い
る
小
僧
と
い
う
単
純
化
さ
れ
た
図
式
で
、『
小
僧

の
神
様
』
を
ミ
ニ
マ
ム
に
消
費
す
る
よ
り
も
、
テ
ク
ス
ト
の
強
度
を
信
頼
し
、
問
の

引
き
出
し
を
次
々
と
開
き
、
答
え
を
見
出
し
て
ゆ
く
こ
と
の
方
が
、
格
段
に
刺
激
的

な
は
ず
だ
。

付
記　
『
小
僧
の
神
様
』
の
引
用
は
、
初
出
（「
白
樺
」
一
九
二
〇
・
一
）
よ
り
行
い
、
旧
字
体
を
新

字
体
に
改
め
る
と
と
も
に
、
ル
ビ
等
は
適
宜
省
略
し
た
。

［
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）

・『
遊
覧
東
京
案
内
』（
大
東
社
、
一
九
二
二
）

・『
欺
さ
れ
ぬ
東
京
案
内
』（
東
京
案
内
社
、
一
九
二
二
）

・
三
友
協
会
調
査
部
編
『
東
京
特
選
電
話
名
簿
上
巻
』（
三
友
協
会
、
一
九
二
二
）

・
奥
田
優
曇
華
『
食
行
脚�

東
京
の
巻
』（
協
文
館
、
一
九
二
五
）

・
志
賀
直
哉
「
鮨
新
聞
へ
の
返
事
」（「
東
京
鮨
商
組
合
新
報
」
一
九
二
六
・
一
初
出
）

・
永
野
牙
之
輔
『
す
し
通�（
通
叢
書
第
四
〇
巻
）』（
四
六
書
院
、
一
九
三
〇
）

・
時
事
新
報
家
庭
部
編
『
東
京
名
物
食
べ
あ
る
記
』（
正
和
堂
書
房
、
一
九
三
〇
）

・
平
山
盧
江
『
東
京
お
ぼ
え
帳
』（
住
吉
書
店
、
一
九
五
二
）

・
国
立
国
会
図
書
館
調
査
立
法
考
査
局
『
明
治
以
降
教
育
文
化
の
統
計
』（
国
立
国
会
図
書
館
、

一
九
五
七
）

・
東
条
山
比
古
「
神
田
の
狐
」（「
か
ん
だ
」
一
九
六
三
・
一
）

・
日
本
電
信
電
話
公
社
東
京
電
気
通
信
局
編
『
東
京
の
電
話（
下
）』（
電
気
通
信
協
会
、
一
九
六
四
）

・
江
藤
恭
二
、
宍
戸
健
夫
編
『
子
ど
も
の
生
活
と
教
育
の
歴
史
』（
川
島
書
店
、
一
九
六
六
）

・
篠
田
統
『
す
し
の
本
』（
柴
田
書
店
、
一
九
六
六
）

・
教
育
百
年
史
編
纂
会
編
『
教
育
百
年
史
』（
国
政
研
究
所
、
一
九
六
七
）

・
杉
山
宗
吉
『
す
し
の
思
い
出
』（
養
徳
社
、
一
九
六
八
）

・
東
京
都
編
『
東
京
の
幼
稚
園
』（
研
文
社
、
一
九
六
九
）

・
林
英
雄
『
秤
座
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
）

・『
明
治
大
正
昭
和
の
文
化
』（
東
京
都
新
聞
社
、
一
九
七
七
）

・『
も
り
お
か
物
語
（
八
）』（
熊
谷
印
刷
出
版
部
、
一
九
七
八
）

・
文
部
省
編
『
幼
稚
園
教
育
百
年
史
』（
ひ
か
り
の
く
に
、
一
九
七
九
）

・『
日
本
人
の
自
伝
７�

高
群
逸
枝
・
鳩
山
春
子
』（
平
凡
社
、
一
九
八
一
）

・
小
泉
袈
裟
勝
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史
48
・
秤
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
二
）

・『
明
治
・
大
正
・
昭
和
一
万
分
一
地
形
図
集
成
』（
柏
書
房
、
一
九
八
三
）

・
西
東
秋
男
『
日
本
食
生
活
史
年
表
』（
楽
游
書
房
、
一
九
八
三
）

・
高
田
公
理
『
自
動
車
と
人
間
の
百
年
史
』（
新
潮
社
、
一
九
八
五
）

・
週
刊
朝
日
編
集
部
編
『
値
段
史
年
表�

明
治
・
大
正
・
昭
和
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
八
）

・
内
田
英
一
『
江
戸
前
の
鮨
』（
晶
文
社
、
一
九
八
九
）

・
西
林
忠
俊
（
ほ
か
）
編
『
日
本
人
と
て
れ
ふ
ぉ
ん�

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
電
話
世
相
史
』（
通
信

総
合
博
物
館
、
一
九
九
〇
）

・
吉
野
曻
雄
『
鮓
・
鮨
・
す
し�

す
し
の
事
典
』（
旭
屋
出
版
、
一
九
九
一
）

・
高
木
節
子
、
加
田
静
子
編
『
調
理
素
材
事
典
』（
愛
智
出
版
、
一
九
九
五
）

・『
日
本
民
俗
宗
教
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
八
）

・
日
比
野
光
敏
『
す
し
の
事
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
）

・「
月
刊
食
堂
」（
柴
田
書
店
、
二
〇
〇
一
・
一
二
）

・
中
村
偵
里
『
狐
の
日
本
史
近
世
・
近
代
篇
』（
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
、
二
〇
〇
三
）

・
内
藤
一
成
『
貴
族
院
』（
同
成
社
、
二
〇
〇
八
）

・
森
永
卓
郎
監
修
『
物
価
の
文
化
史
事
典�

明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
』（
展
望
社
、
二
〇
〇
八
）

・
太
田
素
子
、
浅
井
幸
子
編
『
保
育
と
家
庭
教
育
の
誕
生�

一
八
九
〇
―
一
九
三
〇
』（
藤
原
書
店
、

二
〇
一
二
）

・
新
谷
尚
紀
、
関
沢
ま
ゆ
み
編
『
民
族
小
事
典�

食
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
）

上
杉
沙
紀
（
博
士
課
程
前
期
一
年
）

片
木
晶
子
（
博
士
課
程
前
期
二
年
）

金
子
結
咲
（
博
士
課
程
前
期
二
年
）

熊
倉
萌
（
博
士
課
程
前
期
二
年
）

李
娜
娜
（
博
士
課
程
後
期
三
年
）

渡
部
麻
実
（
○
○
○
○
○
○
）
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T
ow
ards�a�re-reading�of�N

aoya�Shiga’s� K
ozo no K

am
isam

a

U
ESU

GI�Saki,�K
A
T
A
GI�A

kiko,�K
A
N
EK
O
�Y
uka,�K

U
M
A
K
U
RA
�M
oe,�

LI�N
ana,�W

A
T
A
N
A
BE�M

am
i

［Abstract

］It�w
ill�soon�be�a�century�since�the�publication�in�1920�of�

K
ozo no K

am
isam

a�(“T
he�Errand�Boy’s�God”),�know

n�as�a�fam
ous�

short�story�representing�the�m
odern�age.��T

he�story�also�becam
e�

circulated�as�a�teaching�m
aterial�for�Japanese�language�studies�in�

Japan’s�post-w
ar�junior�high�schools,�and�is�still�read�today.��O

n�the�
other�hand,�since�it�com

bines�great�elegance�w
ith�readability�its�

suitability�as�a�story-based�teaching�m
aterial�has�becom

e�w
idely�

accepted,�and�it�w
ould�be�hard�to�deny�the�aspect�of�the�resultant�

standardization�in�its�reading,�a�reading�w
hich�treats�and�em

phasizes�
the�clarification�of�the�sym

m
etrical�schem

e�of�the�privileged�H
ouse�of�

Peers�m
em
ber,�A

�and�the�errand�boy,�Senkichi.�
In�this�paper,�the�authors�pay�attention�to�the�space�and�tim

e�of�the�
story�and�attem

pt�an�exhaustive�com
m
entary�on�it.��Specifically,�the�

authors�set�the�key�w
ords�of�sushi�and�sushi�restaurants,� hakariya�

(“w
eights�and�m

easures�shop”),� dechi boukou�(“child�apprentices”),�
sennin�(“herm

its”),� Inari shinkou�(“w
orship�of�Inari”�(Inari�is�a�Shinto�

god�of�prosperity)),� K
izokuin G

iin�(“m
em
ber�of�the�H

ouse�of�Peers”),�
and�railw

ays.��H
aving�established�the�statuses�of�the�above�in�the�

period�of�the�story’s�setting,�the�authors�aim
�to�propose�the�possibility�

of�an�interpretation�that�can�be�new
ly�derived.��By�verifying�w

hat�

becom
es�freshly�apparent�at�the�point�w

hen�w
e�are�freed�from

�the�
sim
plistic�sym

m
etrical�schem

e�in�w
hich�the�character�“A

”�and�
Senkichi�respectively�represent�the�affl

uent�and�the�w
eak,�the�authors�

hope�to�provide�a�propellant�for�a�re-reading�of� K
ozo no K

am
isam

a.

［Key�W
ords

］Sushi,�apprentice�at�a�w
eights�and�m

easures�shop�and�a�
m
em
ber�of�the�H

ouse�of�Peers,�herm
its,�railw

ays,�Japanese�language�
teaching�m

aterials
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志賀直哉『小僧の神様』再読のために

【
図
１
】『
明
治
・
大
正
・
昭
和
一
万
分
一
地
形
図
集
成
』（
柏
書
房
、
一
九
八
三
）
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【
図
２
】
永
野
牙
之
輔
『
す
し
通�（
通
叢
書
第
四
〇
巻
）』（
四
六
書
院
、
一
九
三
〇
）


